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外国語ワーキンググループにおける検討事項について 

 

中教審・教育課程企画特別部会「論点整理」(平成 27 年８月 26 日)、「英語教育の在り方に

関する有識者会議」(平成 26 年９月 26 日)等を踏まえて、主に次のような事項について検討い

ただく。 

 

１．小・中・高等学校を通じて育成すべき外国語教育における資質・能力について 

 

 ①育成すべき資質・能力の可視化 

  ⅰ)何を知っているか、何ができるか(個別の知識・技能) 

  ⅱ)知っていること・できることをどう使うか(思考力・判断力・表現力) 

  ⅲ)どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか(学びに向かう力、人間性等) 

 ②小・中・高等学校を通じて①児童生徒の学びを円滑に接続させるため、小・中・高等学校を

通した一貫した目標・内容、学習過程の在り方について、発達段階に応じてどのように充

実を図るか 

 ③外国語教育として、「アクティブ・ラーニング」の視点に立った学びを推進する視点も踏まえ、

どのように充実を図るか 

 

 

２．外国語教育の改善について 

 

     言語や文化に対する理解を深め、他者を尊重し、聞き手・話し手・読み手・書き手に配

慮しながら、外国語で積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図るととも

に、身近な話題から幅広い話題についての理解や表現、情報・意見交換等ができるコミ

ュニケーション能力を養うため、目標、指導内容、学習・指導方法、学習過程、学習評価

等の在り方について、主に次のような事項について検討。 

    

○ 小学校・中学校・高等学校を通じて一貫した教育目標(指標形式の目標を含む)・指導内

容、学習過程等の在り方 

・学校が設定する目標等との整理 

・指導する語彙数、文法事項 

・ＣＥＦＲとの関係整理   等 

 

○ 言語能力を向上させるための国語教育と外国語教育との連携 

・目標・指導内容等全体に関して 

・言語の仕組み(音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等) 

・言語活動等 

    ＊言語能力の向上に関する特別チームにおける検討事項を参照 

66



2 
 

 

○ 小学校の活動型、教科型 

・論点整理で示された指摘（目標・内容とともに、短時間学習の活用など）  

 

○ 小中連携 

    ・小学校高学年から中学校への学びの接続の考え方、学習・指導方法等 

 

○ 中学校、高等学校の改善の方向性 

・中学校：・互いの考えや気持ちを英語で伝え合う対話的な言語活動を重視した授業 

・授業は英語で行うことを基本とする 

・高等学校：科目の見直し(４技能総合型(必履修科目を含む)、発信能力育成型(「発表、

討論・議論、交渉」などの統合型言語活動が中心)の科目の在り方) 

 

○ 中・高連携 

 ・中学校から高等学校への学びの接続の考え方、学習・指導方法等 

 

○ 高等学校の科目等の見直し 

・４技能総合型(必履修科目を含む)、発信能力育成型(「発表、討論・議論、交渉」などの 

統合型言語活動が中心)の科目の在り方（再掲） 

・専門教科「英語」の在り方 

 

○ 小・中・高等学校の学習評価の在り方 

   ・評価の三つの観点 

・各学校が設定する学習到達目標（ＣＡＮ－ＤＯ形式）との関係 

・多様な評価方法 

（パフォーマンス評価、ルーブリック評価、ポートフォリオ評価等） 等 

・小学校高学年の教科としての評価 

○ 英語以外の外国語の扱い 

 

３．学習指導要領の理念を実現するために必要な方策について 

 

 ① 外国語教育を充実するための「カリキュラム・マネジメント」の確立 

 ② 教員の英語力・指導力の向上や外国語指導助手等の外部人材の活用などの条件整備 

   ・中教審・教員養成部会等の議論 

   ・教員養成・研修 

・教科書・教材  等  
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

(知
っ
て
い
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
)

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

情
意
、
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

外
国
語
活
動

小
学
校

外
国
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
楽
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と

外
国
語
を
聞
い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と

外
国
語
へ
の
慣
れ
親
し
み

簡
単
な
語
句
や
表
現
を
使
っ
て
、
自
分
の
こ
と
や
身

の
回
り
の
こ
と
に
つ
い
て
、
友
達
に
質
問
し
た
り
質

問
に
答
え
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

外
国
語
を
用
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
言
語
を
用
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
大
切
さ
を

知
り
、
相
手
意
識
を
持
っ
て
外
国
語
を
用

い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
態
度

言
語
や
文
化
に
対
す
る
関
心

な
ど

外
国
語

小
学
校

聞
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

話
す
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

外
国
語
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
す
る
こ
と

言
葉
の
仕
組
み
へ
の
気
付
き
（
音
、
単
語
、
語

順
な
ど
）

馴
染
み
の
あ
る
定
型
表
現
を
使
っ
て
、
自
分
の
好
き

な
も
の
や
、
一
日
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
友
達
に

質
問
し
た
り
質
問
に
答
え
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力

外
国
語

中
学
校

聞
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

話
す
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

読
む
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

書
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

言
語
の
働
き
、
役
割
に
つ
い
て
理
解

な
ど

○
具
体
的
で
身
近
な
話
題
に
つ
い
て
、
学
校
、
地

域
、
他
教
科
等
で
の
学
習
内
容
等
と
関
連
付
け

な
が
ら
、
互
い
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
外
国

語
で
適
切
に
伝
え
合
う
能
力

○
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
活
用
し
て
話

し
た
り
書
い
た
り
し
て
発
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力

他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
読
み
手
・
話

し
手
・
書
き
手
に
配
慮
し
な
が
ら
、
外
国

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
態
度

言
語
や
文
化
に
対
す
る
関
心

な
ど

外
国
語

高
等
学
校

聞
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

話
す
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

読
む
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

書
く
こ
と
に
関
す
る
知
識
・
技
能

言
語
の
働
き
、
役
割
に
つ
い
て
理
解

な
ど

○
日
常
的
な
話
題
か
ら
時
事
問
題
や
社
会
問
題
ま

で
幅
広
い
話
題
に
つ
い
て
、
情
報
や
考
え
な
ど

を
外
国
語
で
的
確
に
理
解
し
た
り
適
切
に
伝
え

合
っ
た
り
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

○
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
こ
と
を
活
用
し
て
話

し
た
り
書
い
た
り
し
て
発
信
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力

他
者
を
尊
重
し
、
聞
き
手
・
読
み
手
・
話

し
手
・
書
き
手
に
配
慮
し
な
が
ら
、
外
国

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と

す
る
態
度

言
語
や
文
化
に
対
す
る
関
心 な
ど

資
質

・
能

力
の

三
つ

の
柱

に
沿

っ
た
、

平
成
28
年
1月

12
日
現
在

小
・

中
・
高

を
通

じ
て

外
国

語
教

育
に

お
い

て
育

成
す

べ
き

資
質

・
能

力
の

整
理

（
た

た
き

台
）

68



目
的
に
応
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
プ
ロ

セ
ス

目
的
の
設
定
・
理
解

目
的
に
応
じ
た

発
信
ま
で
の
方
向
性
の
決
定
・
言

語
活
動
等
の
見
通
し

目
的
達
成
の
た
め
の
言
語
活
動

（
技
能
統
合
型
）

言
語
・
内
容
の
両

面
に
お
け
る
ま
と

め
と
振
り
返
り

他
者
へ
の
働
き
か
け
、
他
者
と
の
協
働

外
部
と
の
相
互
作
用

次
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る

目
的
の
設
定
・

活
動
へ

検
討

中

プ ロ セ ス の 中 で 働 く 思 考･ 判 断･ 表 現 等 の う ち 、 特 に 重 視 す べ き も の の 例

目
的
の

理
解

表 現判 断思 考

意 見 や 考 え の 形 成

「
聞
く
こ
と
」
及
び
「
読
む
こ
と
」
を
活
用
し
た
「
話
す
こ
と
」
及
び
「
書
く
こ
と
」
に
よ
る

言
語
活
動
（
図
表
等
に
よ
る
表
現
も
含
む
）

意
見
や
考
え

の
吟
味
と
再

構
築

多
様
な
見
方
や

考
え
方
に
基
づ

い
た
次
の
思
考

プ
ロ
セ
ス
へ

目
的
に
関
す
る

論
点
・
解
決
策

の
整
理

流
暢
さ
と
正
確
さ

の
バ
ラ
ン
ス

情
報
間
の

関
係
性
を
構
成

目
的
の
明
確
化

と
必
要
な
情
報

の
把
握

目
的
達
成
に

必
要
な
情
報
の

選
択

様
々
な
見
方
や
考
え
方

の
共
通
点
・
相
違
点
等

の
評
価
・
選
択
・
決
定

課
題
に
つ
い
て
得

ら
れ
た
知
識
や
情

報
を
整
理
・
統
合

目
的
に
応
じ

た
情
報
の
抽

出

関
連
す
る

知
識
や

情
報
の

検
索

知
識
や
情
報
を
活
用

し
て
自
分
の
意
見
や

考
え
を
形
成
・
整
理

目
的
に
応
じ
て

伝
え
合
う
こ
と
を
通
じ
た

表
現
の
深
化
・
多
様
化

自
分
の
考
え
や
主
張
を
適
切
な
語
彙
・
表
現
・

文
法
を
用
い
て
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
の

意
思
決
定

イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
よ
る

表
現

語 彙 ・ 表 現 ・ 文 法 等

技
能
統
合
型
の
活
動
を
通
じ
た
英
語
に
よ
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
育
成

※
2
技
能
以
上
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
統
合
的
に
活
用
（
例
）
（
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
て
得
た
情
報
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
や
要
点
を
的
確
に
把
握
し
、
自
分
の
意

見
や
考
え
な
ど
と
の
共
通
点
や
相
違
点
な
ど
を
示
し
な
が
ら
論
理
的
・
批
判
的
に
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
表
現
す
る
力
、
与
え
ら
れ
た
話
題
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
自
分
の
意
見
を
説
得
力
を
持
っ
て
表
現
す
る
力
、
相
手
か
ら
の
問
い
か
け
に
応
じ
て
自
身
の
経
験
や
考
え
を
適
切
に
述
べ
る
力
）

な
ど

聞 く こ と 読 む こ と 話 す こ と 書 く こ と

複 数 の 技 能 を 統 合 し た 活 動

平
成

28
年

1月
12
日
現
在

資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
学
び

の
プ
ロ
セ
ス
の
要
素
イ
メ
ー
ジ

※
必
ず
し
も
一
方
通
行
の
流
れ
で
は
な
い
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高等学校地歴・公民科科目の在り方に関する特別チームにおける検討事項 
 
 
１．高等学校の地理歴史科、公民科に置く新科目の内容の検討について 
 
（１）「歴史総合（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
  ② 歴史の転換等を捉えた学習の在り方 
   ・歴史の転換期の軸 
   ・学習対象となる時代 
  ③ 日本と世界の動きの関連付け 
 
（２）「地理総合（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
  ② 地理教育に求められる今日的要請への対応 
 
（３）「公共（仮称）」 
  ① 当該科目を通じて育むべき資質・能力について、特にどのような思考力・判断

力・表現力等（事象を捉える教科・科目特有の視点や考え方など）を育むか 
   ・様々な課題を捉え、考察するための基準となる概念や理論 
  ② 公民教育に求められる今日的課題への対応 
 
 
２．高等学校地理歴史科、公民科に置く科目間の関係の整理（高等学校における各科目

の標準単位数を含む）について 
 
（１）「歴史総合」と「地理総合」の地理歴史科としてのまとまり 
（２）新設する科目（「歴史総合」「地理総合」「公共」）について、高校生として共

通に求められる資質・能力を確実に育む共通必履修科目の設計と生徒の興味・関心
や進路に応じた選択科目の設計（高大接続の観点を含む） 

 
３．小・中学校社会科等と高等学校地理歴史科、公民科との内容の系統性について 
 
（１）小学校社会科・中学校社会科の各分野（地理的分野、歴史的分野、公民的分野）

と高等学校の関係教科・科目の内容の系統性 
 
４．その他 
 
（１）適切な指導がなされるための要件（周知・広報、研修等） 
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「
歴
史
総
合
（
仮
称
）」
の
方
向
性
・
特
色
・構
成
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
案
）

育
成
す
べ
き

資
質
・
能
力

「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
は
次
の
資
質
・
能
力
を
養
う
。

○
歴
史
を
考
察
す
る
手
立
て
（
視
点
や
方
法
）
を
用
い
て
、
現
代
の
諸
課
題
の
歴
史
的
背
景
を

追
究
す
る
力

○
諸
資
料
を
適
切
に
活
用
す
る
技
能

○
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自
覚
と
資
質

歴
史
を
考
察

す
る
手
立
て

（
視
点
や
方

法
）
（
例
） 近
代
化

大
衆
化

グ
ロ
ー
バ
ル
化

経
済
活
動
と
生
活

・
・
・
・
・

構
成
イ
メ
ー
ジ

工
業
化
と

政
治
変
動

市
場
経
済

の
発
展
と

経
済
格
差

科
学
技
術
と

消
費
社
会

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
比
較

（
類
似
と
差
異
）

・
因
果

（
原
因
と
結
果
）

・
相
互
作
用
（
関
係
性
や
つ
な
が
り
）

○
多
面
的
・
多
角
的
に
吟
味
す
る

○
資
料
に
基
づ
い
て
解
釈
す
る

を
用
い
て

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・平
成
２
８
年
１
月
２
５
日

教
育

課
程

部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
７
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基
軸
と
な
る
問
い
と
獲
得
す
る
概
念
に
着
目
し
た
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
の
構
成
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
案
）

　
　
〈
科
目
構
成
の
考
え
方
〉

・
現
代
的
な
諸
課
題
の
お
こ
り
や
そ
の
推
移
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て

・
近
現
代
の
歴
史
の
大
き
な
転
換
（
「
～
化
」
）
に
関
わ
る
事
柄
を
中
心
に

・
自
国
の
こ
と
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
こ
と
が
影
響
し
合
っ
た
り
つ
な
が
っ
た
り
す
る
歴
史
の
諸
相
に
着
目
し
て

・
「
基
軸
と
な
る
問
い
」
や
そ
れ
に
基
づ
く
具
体
的
な
問
い
の
設
定
と
追
究
を
通
し
て

・
焦
点
と
な
る
問
い
や
そ
れ
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
概
念
に
留
意
し
て

経
済
に
関
す
る

現
代
的
な
諸
課
題
の
背
景

政
治
に
関
す
る

現
代
的
な
諸
課
題
の
背
景

国
際
関
係
に
関
す
る

現
代
的
な
諸
課
題
の
背
景

・
・
・
・
・
・

近
代
化

問 い の 例

基 軸 と な る

欧
米
と
日
本
の
工
業
化
の
進

展
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が

あ
る
か
。
そ
の
違
い
は
世
界

の
情
勢
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
か
。

政
治
上
の
革
命
は
，
経
済
や

社
会
の
ど
の
よ
う
な
変
化
と

関
係
し
て
い
る
か
？

欧
米
諸
国
や
日
本
が
海
外

に
向
か
っ
た
理
由
は
，
以
前

と
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
い
た

か
？

概 念 の 例

獲 得 す る

産
業
革
命

資
本
主
義

社
会
主
義

・
・
・
・

・
・
・
・

・
・
・
・

大
衆
化

問 い の 例

基 軸 と な る

概 念 の 例

獲 得 す る

ｸ
ﾞﾛ
ｰ
ﾊ
ﾞﾙ
化

問 い の 例

基 軸 と な る

概 念 の 例

獲 得 す る

＊
学
習
課
題
に
よ
っ
て
，
取
り
上
げ
る
時
期
や
地
域
を
広
げ
て
設
定
す
る
な
ど
の
工
夫
が
考
え
ら
れ
る
。

＊
「
近
代
化
」
「
大
衆
化
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
は
，
歴
史
の
転
換
を
捉
え
る
視
点
で
あ
っ
て
，
時
期
の
区
分
で
は
な
い
。

＊
歴
史
の
転
換
へ
の
関
わ
り
の
深
さ

深
い
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
い

諸
資
料
を
活
用
し
な
が
ら
，
歴
史
を
考
察
す
る
手

立
て
を
用
い
て
追
究
し
，
「
歴
史
の
学
び
方
」
を

身
に
付
け
る
。

社
会
・
文
化
に
関
す
る

現
代
的
な
諸
課
題
の
背
景

歴 史 の 転 換 を 捉 え る 視 点

人
々
の
権
利
を
め
ぐ
る
運
動

は
，
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
た
か
？

・
・
・
・
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
歴
史
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（た
た
き
台
案
）

(1
)原
始
・
古
代

(2
)中
世

(3
)近
世

(4
)近
代

(5
)両
大
戦
期

(6
)現
代

現
行
科
目
「
日
本
史
Ｂ
」

(2
)形
成

(3
)交
流
と
再
編

(4
)結
合
と
変
容

(5
)地
球
世
界
の

到
来

(1
)扉

現
行
科
目
「
世
界
史
Ｂ
」

新
選
択
科
目
（
案
）

（
世
界
史
に
関
わ
る
探
究
科
目
）新
必
履
修
科
目
「
歴
史
総
合

(仮
称

)」

○
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
と
展
開
を
広
く
深
く
考
察
す
る
。

○
前
近
代
で
は
、

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
ん
だ
技
能
を
生
か
し
て
、
諸
資
料
を
活
用

し
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
。

・
近
現
代
に
つ
な
が
る
諸
地
域
世
界
の
文
化
の
多
様
性
や
複
合
性
を

時
間
軸
（
タ
テ
）
と
空
間
軸
（
ヨ
コ
）
の
変
化
に
着
目
し
て
理
解
す
る
。

○
近
現
代
で
は
、

・
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
相
互
依
存
性
や
多
元
性
に
着
目
し
て
、
諸
資

料
を
活
用
し
、
広
い
視
野
か
ら
考
察
し
表
現
す
る
学
習
を
通
し
て
、
現

代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
，
歴
史
的
に
追
究
、
探

究
す
る
。

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
に
加
え
，
さ
ら
に
考
察
を
深

め
る
た
め
に
必
要
な
歴
史
的
な
概
念
を
習
得
す
る
。

新
選
択
科
目
（
案
）

（
日
本
史
に
関
わ
る
探
究
科
目

)

表 現
問 い

考
察
・
話
し
合
い

資
料
の
活
用

◎
「
歴
史
総
合

(仮
称

)」
で
習

得
し
た
「
歴
史

の
学
び
方
」
を

活
用
す
る

○
現
代
的
な
諸
課
題
の
背
景
に
あ
る
歴
史
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
な
が
る
近
現
代
の
歴
史
の
転
換
に
着
目
し
て
追
究
す
る
。

◎
単
元
の
基
軸
と
な
る
本
質
的
で
大
き
な
問
い
を
設
け
、
諸
資
料
を
適
切
に
活
用
し
な
が
ら
、
比
較
や
因
果
関
係
を
追
究
す
る
な
ど
歴
史
的
な
見
方
や
考

え
方
を
用
い
て
考
察
す
る
「
歴
史
の
学
び
方
」
を
身
に
付
け
る
。

○
我
が
国
の
歴
史
の
展
開
を
広
く
深
く
総
合
的
に
考
察
す
る
。

○
前
近
代
で
は
，

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
育
ん
だ
技
能
を
よ
り
一
層
高
め
、
諸
資
料
を
活
用

し
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
。

・
各
時
代
に
お
け
る
重
要
な
概
念
を
習
得
す
る
と
と
も
に
，
現
代
に
つ
な
が
る

我
が
国
の
伝
統
や
文
化
の
特
色
を
理
解
す
る
。

○
近
現
代
で
は
，

・
我
が
国
の
歴
史
に
か
；
か
わ
る
様
々
な
分
野
か
ら
具
体
的
な
事
柄
を
取
り

上
げ
，
自
ら
課
題
を
設
定
し
多
様
な
資
料
を
活
用
し
て
歴
史
を
解
釈
す
る
な
ど

の
学
習
を
重
視
し
て
，
現
代
に
つ
な
が
る
諸
課
題
を
多
面
的
・
多
角
的
，
歴

史
的
に
追
究
，
探
究
す
る
。

・
「
歴
史
総
合
（
仮
称
）
」
で
獲
得
し
た
概
念
に
加
え
，
前
近
代
の
学
習
で
育

成
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
歴
史
を
考
察
し
表
現
す
る
力
を
活
用
し
て
，

さ
ら
に
考
察
を
深
め
る
た
め
に
必
要
な
歴
史
的
な
概
念
を
習
得
す
る
。

※
歴
史
用
語
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
研
究
者
と
教
員
と
の
対
話
を
通
じ
て
、
歴
史
を
考
察
す
る
手
立
て
に
着
目
す
る
な
ど
し
て
構
造
化
を
図
る
。
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高
等
学
校
歴
史
系
新
科
目
に
お
け
る
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
（
例
）

新
選
択
科
目

(案
)（
世
界
史

に
関
わ
る
探
究
科
目
）

歴
史
総
合
（
仮
称
）

新
選
択
科
目
（
案
）
（
日
本
史

に
関
わ
る
探
究
科
目
）

ね
ら
い

17
世
紀
を
前
後
し
て
始
ま
っ
た
イ
ギ
リ

ス
の
社
会
構
造
の
変
革
が
，
大
西
洋

沿
岸
地
域
相
互
の
つ
な
が
り
を
も
た
ら

し
た
こ
と
を
つ
か
み
、
そ
れ
が
世
界
で

最
初
の
産
業
革
命
を
始
め
る
前
提
条

件
を
築
い
た
こ
と
を
追
究
す
る

欧
米
諸
国
と
日
本
の
工
業
化
の
進
展
を

比
較
し
て
，
共
通
点
と
相
違
点
を
整
理
し
、

当
時
の
各
国
内
や
世
界
の
国
家
･諸
地

域
間
の
関
係
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
た

か
考
察
す
る

日
本
の
急
速
な
産
業
革
命
の
進
展
に

つ
い
て
自
ら
問
い
を
設
け
，
変
革
前
の

産
業
段
階
を
踏
ま
え
，
資
本
の
蓄
積
の

過
程
，
国
内
外
の
諸
状
況
を
背
景
と
し

た
政
策
な
ど
，
総
合
的
な
視
点
か
ら
追

究
す
る

問
い

「
16
世
紀
末
か
ら
経
済
危
機
に
陥
っ
て

い
た
イ
ギ
リ
ス
が
，
な
ぜ
世
界
初
の
工

業
化
を
達
成
し
た
の
か
」

「
欧
米
と
日
本
の
工
業
化
の
進
展
に
は

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
。

そ
の
違
い
は
世
界
の
情
勢
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
」

「
欧
米
で
長
期
を
か
け
て
進
行
し
た
産

業
革
命
を
，
な
ぜ
日
本
は
短
期
で
実
現

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
」

獲
得
す
る
概
念

農
業
革
命
、
商
業
革
命

…
等

資
本
主
義
，
帝
国
主
義
，
植
民
地
，
富
国

強
兵

…
等

豪
農
商
，
殖
産
興
業
，
寄
生
地
主
制

…
等

授
業
展
開

（
概
要
）

○
物
価
動
向
と
洗
礼
・
埋
葬
者
数
の
変

化
を
資
料
か
ら
読
み
取
り
、
当
時
の
イ

ギ
リ
ス
の
状
況
を
理
解
す
る

○
危
機
の
脱
出
方
法
の
説
明
と
し
て
有

効
な
資
料
を
選
択
し
て
，
そ
の
有
効
性

を
話
し
合
う

○
世
界
で
最
初
の
産
業
革
命
を
始
め

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
前
提
条
件
を
説

明
す
る

○
産
業
革
命
の
時
期
や
経
緯
、
主
体
と

な
る
人
々
な
ど
に
つ
い
て
，
資
料
か
ら
欧

米
と
日
本
の
相
違
点
を
読
み
取
る

○
欧
米
諸
国
の
工
業
化
と
日
本
の
近
代

化
に
向
か
う
政
治
変
革
と
の
関
係
性
を

話
し
合
う

○
工
業
化
の
進
展
の
差
異
が
，
世
界
の

国
や
地
域
間
の
関
係
に
及
ぼ
し
た
影
響

に
つ
い
て
説
明
す
る

○
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
の
進
展
や
在

郷
資
本
の
成
長
な
ど
，
前
提
と
な
る

19
世
紀
前
期
の
国
内
産
業
の
状
況
を
資

料
か
ら
読
み
取
る

○
技
術
用
語
の
日
本
語
化
，
模
範
工

場
建
設
な
ど
，
日
本
の
技
術
導
入
の
特

徴
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
話
し
合
う

○
19
世
紀
末
の
国
内
，
対
外
的
状
況
と

経
済
政
策
，
政
商
や
在
郷
資
本
家
な
ど

の
動
向
を
総
合
し
て
説
明
す
る

＊
上
記
は
、
高
等
学
校
歴
史
系
新
科
目
を
想
定
し
て
作
成
し
た
授
業
イ
メ
ー
ジ
（
例
）
の
１
つ
で
あ
る
。
生
徒
の
実
態
に
即
し
て
、
さ
ら
に
多
様
な
授
業
イ
メ
ー
ジ
が
考
え
ら
れ
る
。
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(1
)現
代
世
界
の
特
色
と

諸
課
題
の
地
理
的
考
察

(2
)生
活
圏
の
諸
課
題
の

地
理
的
考
察

(1
)現
代
世
界
の
特
色
と

諸
課
題
の
地
理
的
考
察

(2
)生
活
圏
の
諸
課
題
の

地
理
的
考
察

ア
地
球
儀
や
地
図
か
ら
と
ら
え
る

現
代
世
界

イ
世
界
の
生
活
・
文
化
の
多
様
性

ウ
地
球
的
課
題
の
地
理
的
考
察

ア
日
常
生
活
と
結
び
付
い
た
地
図

イ
自
然
環
境
と
防
災

ウ
生
活
圏
の
地
理
的
な
諸
課
題
と

地
域
調
査

地
理
A

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
地
理
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
（
た
た
き
台
案
）

0

○
地
理
的
な
技
能

「
実
践
的
な
社
会
的
ス
キ
ル

と
し
て
の
G
IS
活
用
」

○
地
理
的
知
識
と
地
理
的
理
解

「
地
球
規
模
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）
の

自
然
シ
ス
テ
ム
，

社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム

の
知
識
と
理
解
」

資
質
・
能
力

現
行
地
理
A
科
目

新
必
履
修
科
目
(案
)

⇒
以
降
の
地
理
学
習
等
の
基
盤
と
な
る
よ
う
，
地
理
を
学
ぶ
意
義

を
確
認
す
る
と
と
も
に
，
地
図
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
ＩＳ
）
な

ど
に
関
わ
る
汎
用
的
な
地
理
的
技
能
を
身
に
付
け
る
。

⇒
自
然
と
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
調
和
を
図
っ
た
，
世
界
の
多
様

性
の
あ
る
生
活
・
文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

⇒
地
球
規
模
の
諸
課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
国
際
協
力
の
在
り

方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

⇒
日
本
国
内
や
地
域
の
自
然
環
境
と
自
然
災
害
と
の
関
わ
り
や
，

そ
こ
で
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

⇒
生
活
圏
の
課
題
を
，
観
察
や
調
査
・
見
学
等
を
取
り
入
れ
た
授

業
を
通
じ
て
捉
え
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
改
善
，

解
決
策
を
探
究
す
る
。

ア
多
様
な
生
活
・
文
化
と
国
際
理
解

イ
地
球
的
な
諸
課
題
と
国
際
協
力

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

に
求
め
ら
れ
る
地
理
科
目

⑶
防
災
と
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

ア
自
然
環
境
と
災
害
対
応

イ
生
活
圏
の
調
査
と
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
りＧ
ＩＳ

グ
ロ
ー
バ
ル
化 防
災

Ｅ
Ｓ
Ｄ

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

○
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

「
空
間
概
念
を
捉
え
る
力
」

○
態
度

「
地
域
，
国
家
的
及
び
国
際
的
な

課
題
解
決
を
模
索
す
る

献
身
的
努
力
」

＜
参
考
＞

・
中
学
校
地
理
的
分
野
に
お
い
て
充
実
し
た
地
誌
学
習
に
よ
り
獲
得
し
た
知
識
等
を
活
用
し
，
国
内
外
の
諸
課
題
等
を
主
題
的
に
扱
う
。

・
本
科
目
履
修
後
の
地
理
歴
史
科
の
科
目
や
他
教
科
に
お
い
て
活
用
で
き
る
，
G
IS
を
は
じ
め
と
す
る
地
理
的
な
技
能
や
，
世
界
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
，
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
と
い
っ
た
考
え
方
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

（
「
ル
ツ
ェ
ル
ン
宣
言
に
お
け
る

『
持
続
可
能
な
開
発
を
実
行

す
る
地
理
的
能
力
』
に
よ
る
」
）

⑵
国
際
理
解
と
国
際
協
力

⑴
地
図
と
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

平
成
２
７
年
１
２
月
２
１
日

教
育
課
程
部
会
高
等
学
校

の
地
歴
・
公
民
科
科
目
の
在

り
方
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム

資
料
４
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「
地
理
総
合
（
仮
称
）
」
に
お
い
て
重
視
す
る
思
考
力
等
と
授
業
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
案
）

項
目
構
成
（
案
）

と
授
業
展
開
の
イ
メ
ー
ジ

問
い

出
生
率
の
高
い
地
域
が
必
ず
し
も
人
口
増
加
率
が
高
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
，

Ｇ
ＩＳ
を
用
い
て
階
級
区
分
図
の
重
ね
合
せ
を
行
い
，
そ
の
地
域
的
な
要
因
を
考
察

す
る
。

〔
他
に
，
統
計
資
料
の
分
析
，
主
題
図
の
作
成
な
ど
の
主
題
を
設
定
〕

㋐
な
ぜ
出
生
率
と
，
人
口
増
加
率
は
一
致
し
な
い
の
だ
ろ
う

ア
ン
デ
ス
高
地
の
地
形
や
気
候
等
の
自
然
環
境
の
特
徴
か
ら
，
湖
上
で
生
活
す

る
理
由
を
見
出
し
，
生
活
の
多
様
性
と
そ
の
必
然
性
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
，
異
文

化
理
解
を
図
る
。

〔
他
に
，
衣
・
食
や
宗
教
な
ど
の
主
題
〕

㋑
ど
う
し
て
ア
ン
デ
ス
で
は
，
湖
上
で
生
活
す
る
人
々
が
い
る
の
だ
ろ
う

食
料
難
に
悩
む
ウ
ガ
ン
ダ
に
対
し
て
，
ど
の
よ
う
な
手
段
で
食
料
増
産
を
促
す
た

め
の
支
援
が
可
能
な
の
か
。
支
援
で
直
面
し
た
課
題
と
そ
の
要
因
を
探
り
，
国
際

協
力
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
〔
他
に
，
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
主
題
〕

㋒
な
ぜ
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
，
生
産
性
で
劣
る
陸
稲
が
生
産
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

複
数
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
ら
地
域
の
自
然
環
境
の
特
徴
を
読
み
取
り
，
そ
の
情

報
を
比
較
，
関
連
付
け
て
，
各
地
域
で
想
定
さ
れ
る
災
害
を
考
え
，
地
域
な
ら
で
は

の
対
応
策
を
考
察
す
る
。
〔
他
に
，
災
害
復
旧
・
復
興
，
都
市
計
画
な
ど
の
主
題
〕

㋓
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
読
ん
で
，
私
た
ち
の
町
の
防
災
に
つ
い
て
考
え
よ
う

中
心
業
務
地
区
の
衰
退
等
を
背
景
に
，
今
後
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
べ
き

か
，
地
域
調
査
に
よ
り
収
集
し
た
諸
資
料
を
分
析
し
，
分
析
結
果
を
踏
ま
え
た
生

活
圏
の
在
る
べ
き
姿
を
構
想
す
る
。

〔
他
に
，
環
境
対
策
な
ど
の
主
題
〕

㋔
フ
ー
ド
デ
ザ
ー
ト
解
消
の
た
め
，
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き
か

重
視
す
る
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等

○
地
図
上
に
表
さ
れ
た
事
象
と
実
際
の
で
き
ご
と
を
関

連
付
け
て
考
察
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
を
，
目
的
に
応
じ
て
地
図
等
に
ま
と
め
，

効
果
的
に
説
明
す
る
力

○
自
然
環
境
等
に
対
応
し
た
世
界
の
多
様
な
生
活
・

文
化
の
意
味
や
意
義
を
理
解
し
，
自
他
の
文
化
を

尊
重
し
つ
つ
考
察
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
を
，
資
料
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
力

○
地
球
規
模
で
見
ら
れ
る
諸
課
題
（
環
境
，
資
源
・
ｴ
ﾈ

ﾙ
ｷ
ﾞｰ
，
人
口
，
食
料
，
住
居
・
都
市
，
民
族
・領
土

等
）
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
を
，
根
拠
を
明
確
に
し
て
議
論
す
る
力

○
国
内
各
地
の
自
然
環
境
と
そ
こ
で
現
れ
る
災
害
の

傾
向
性
を
関
連
付
け
て
課
題
を
把
握
し
，
多
面
的
・

多
角
的
に
考
察
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
を
，
資
料
に
ま
と
め
て
説
明
す
る
力

○
生
活
圏
に
見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
，
そ
の
背
景
や

要
因
等
の
分
析
に
基
づ
き
，
様
々
な
解
決
策
を
吟
味

し
，
構
想
す
る
力

○
構
想
し
た
こ
と
を
，
実
現
可
能
性
を
指
標
に
議
論
す
る
力

（
⇒
詳
細
は
，
別
紙
資
料
参
照
）

ア
生
活
・
文
化
の
多
様
性

と
国
際
理
解

イ
地
球
的
な
諸
課
題
と

国
際
協
力

⑶
防
災
と
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築

ア
自
然
環
境
と
災
害
対
応

イ
生
活
圏
の
調
査
と

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

⑵
国
際
理
解
と
国
際
協
力

⑴
地
図
と
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
の
活
用

＜
補

足
；

「
学

習
の

系
統

性
，

段
階

性
」

＞
・

(1
)の

学
習

に
よ

っ
て

培
っ

た
地

理
的

な
技

能
を

，
後

の
(2

)，
(3

)の
学

習
や

他
教

科
・

科
目

等
の

学
習

に
お

い
て

実
践

的
に

活
用

す
る

。
・

(2
)と

(3
)の

そ
れ

ぞ
れ

「
ア

」
で

把
握

，
考

察
し

た
こ

と
を

基
に

，
「

イ
」

で
議

論
，

構
想

（
展

望
）

す
る

。
・

(2
)で

学
ん

だ
各

地
の

諸
課

題
へ

の
対

応
策

を
，

(3
)の

生
活

圏
の

諸
課

題
解

決
の

構
想

に
生

か
す

。
(T

h
in

k 
G

lo
b
a
lly

, 
A
ct

 L
o
ca

lly
)

問 い を 重 視 し た 授 業 展 開

「 地 理 的 な 見 方 や 考 え 方 」 を 用 い た 授 業 設 計

平
成
２
８
年
１
月
２
５
日

教
育
課
程
部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
８
－
１
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高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
地
理
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
案
）

「
地
理
総
合
（
仮
称
）
」
は
，
主
題
を
基
に
課
題
解
決
的
な
学
習
に
よ
り
，
社
会
で
生
き
て
働
く
地
理
的
実
践
力
の
育
成
の
場
と
し
て
，

「
新
選
択
科
目
」
は
，
地
理
総
合
で
習
得
し
た
地
理
的
な
技
能
，
見
方
や
考
え
方
を
基
に
，
世
界
の
諸
事
象
の
規
則
性
や
傾
向
性
な
ど

を
系
統
的
に
，
世
界
の
諸
地
域
の
構
造
や
変
容
な
ど
を
地
誌
的
に
考
察
し
た
上
で
，
現
代
日
本
に
求
め
ら
れ
る
国
土
像
の
在
り
方
に
つ

い
て
展
望
す
る
こ
と
に
よ
り
，
高
等
教
育
で
の
学
び
に
も
繋
が
る
本
格
的
な
地
理
的
探
究
の
場
と
し
て
構
成
す
る
。

(1
)様
々
な
地
図
と

地
理
的
技
能

(2
)現
代
世
界
の

系
統
地
理
的
考
察

(3
)現
代
世
界
の

地
誌
的
考
察

ア
地
理
情
報
と
地
図

イ
地
図
の
活
用
と
地
域
調
査

ア
自
然
環
境

イ
資
源
，
産
業

ウ
人
口
，
都
市
・
村
落

エ
生
活
文
化
，
民
族
・
宗
教

ア
現
代
世
界
の
地
域
区
分

イ
現
代
世
界
の
諸
地
域

ウ
現
代
世
界
と
日
本

移
行

拡
充

地
理
B

現
行
地
理
B
科
目

⇒
現
代
世
界
に
お
け
る
日
本
の
国
土
の
特
色
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
我
が
国

が
抱
え
る
地
理
的
な
諸
課
題
を
探
究
す
る
活
動
を
通
し
て
，
そ
の
解
決
の
方
向
性
や
将
来
の

国
土
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
展
望
す
る
。

新
選
択
科
目
(案
)地
理
に
関
わ
る
探
究
科
目

⑶
現
代
日
本
に
求
め
ら
れ
る
国
土
像

⇒
地
域
の
概
念
，
地
域
区
分
の
意
義
を
考
察
し
，
実
際
に
地
域
を
区
分
す
る
。

⇒
地
誌
的
に
地
域
の
構
造
や
変
容
な
ど
を
考
察
す
る
。

⇒
地
域
な
ら
で
は
の
諸
課
題
と
地
球
的
課
題
の
関
連
性
を
追
究
す
る
。

⑵
現
代
世
界
の
地
誌
的
考
察

⇒
系
統
地
理
的
に
事
象
の
規
則
性
や
傾
向
性
な
ど
を
考
察
す
る
。

⇒
そ
れ
ぞ
れ
に
環
境
問
題
，
食
料
問
題
な
ど
の
関
連
諸
課
題
を
追
究
す
る
。

⑴
現
代
世
界
の
系
統
地
理
的
考
察

事
象
か
ら
の
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ

地
域
か
ら
の
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ

新
必
履
修
科
目

「
地
理
総
合
」
(仮
称
)

⑴
地
図
と
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
活
用

⑵
国
際
理
解
と
国
際
協
力

⑶
防
災
と
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

ア
自
然
環
境
イ
資
源
，
産
業
ウ
人
口
，
都
市
・
村
落

エ
生
活
文
化
，
民
族
・
宗
教
オ
観
光
，
交
通
，
通
信
等

ア
現
代
世
界
の
地
域
区
分

イ
現
代
世
界
の
諸
地
域

総
合
的
な
地
理
的
ｱ
ﾌ
ﾟﾛ
ｰ
ﾁ

新
必
履
修
科
目
で
身
に
付

け
た
学
習
の
成
果
を
活
用

し
，
探
究
を
深
め
る
科
目

既
得
の

地
理
的
な
技
能
，

世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

と
い
っ
た
考
え
方
な
ど

を
踏
ま
え
て

既
得
の

地
理
的
な
技
能
，

世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

と
い
っ
た
考
え
方
な
ど

を
踏
ま
え
て

資
質
・
能
力

○
世
界
の
空
間
的
な
諸
事

象
の
規
則
性
，
傾
向
性

や
，
世
界
の
諸
地
域
の

構
造
や
変
容
に
つ
い
て

の
理
解

な
ど

○
世
界
や
日
本
の
望
ま
れ

る
国
土
像
や
地
域
像
の

構
築
の
た
め
，
進
ん
で

参
加
し
貢
献
し
よ
う
と
す

る
態
度

な
ど

○
世
界
の
諸
事
象
を
系
統

地
理
的
に
考
察
す
る
力

や
，
世
界
の
諸
地
域
を

地
誌
的
に
考
察
す
る
力 な
ど

構 成 原 理

平
成

２
８

年
３

月
４

日
教
育
課
程
部
会
社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
６
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地
理
歴
史
科
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
た
た
き
台
案
）

個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
，

何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

（
知
っ
て
い
る
こ
と
，
で
き
る
こ
と
を

ど
う
使
う
か
）

情
意
・
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
，
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

地
理
総
合

（
仮
称
）

・
地
球
規
模
の
自
然
シ
ス
テ
ム
，

社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
理
解

・
地
図
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
地
理
的
な
技
能

・
位
置
や
分
布
な
ど
の
空
間
概
念
を
，

地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い

て
考
察
し
表
現
す
る
力

・
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
向
け

て
，
地
球
的
課
題
や
地
域
的
課
題

の
解
決
を
模
索
す
る
態
度
な
ど

新
選
択
科
目

（
案
）
地
理
に
関

わ
る
探
究
科
目

・
世
界
の
空
間
的
な
諸
事
象
の
規
則

性
，
傾
向
性
や
，
世
界
の
諸
地
域

の
構
造
や
変
容
に
つ
い
て
の
理
解

・地
図
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

実
践
的
に
活
用
す
る
技
能

・
世
界
の
諸
事
象
を
系
統
地
理
的
に

考
察
し
表
現
す
る
力
や
，
世
界
の

諸
地
域
を
地
誌
的
に
考
察
し
表
現

す
る
力

・
世
界
や
日
本
の
望
ま
れ
る
国
土

像
や
地
域
像
の
構
築
の
た
め
，

進
ん
で
参
加
し
貢
献
し
よ
う
と
す

る
態
度
な
ど

歴
史
総
合

（
仮
称
）

・
近
現
代
の
歴
史
の
考
察
に
関
わ
る

概
念
の
理
解

・
歴
史
に
関
わ
る
諸
資
料
を
活
用
す

る
技
能

・
比
較
や
因
果
な
ど
の
歴
史
的
な
見

方
や
考
え
方
を
用
い
て
考
察
し
表

現
す
る
力

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に

主
体
的
に
生
き
る
日
本
国
民
と
し

て
の
自
覚
な
ど

新
選
択
科
目

（
案
）
日
本
史

に
関
わ
る
探
究

科
目

・
我
が
国
の
歴
史
の
展
開
の
総
合

的
な
考
察
を
通
し
た
理
解

・
多
様
な
資
料
を
活
用
す
る
技
能

・
我
が
国
の
歴
史
に
か
か
わ
る
様
々

な
分
野
に
着
目
し
自
ら
課
題
を
設
定

し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
表

現
す
る
力

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に

主
体
的
に
生
き
る
日
本
国
民
と
し

て
の
自
覚
な
ど

新
選
択
科
目

（
案
）
世
界
史

に
関
わ
探
究
科

目

・
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠

組
み
と
展
開
の
考
察
に
関
わ
る
概

念
の
理
解

・
諸
資
料
を
活
用
す
る
技
能

・
諸
地
域
世
界
の
歴
史
の
多
様
性
や

複
合
性
、
相
互
依
存
性
や
多
元
性

に
着
目
し
て
多
面
的
・多
角
的
に
考

察
し
表
現
す
る
力

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
社
会
に

主
体
的
に
生
き
る
日
本
国
民
と
し

て
の
自
覚
な
ど

平
成

２
８

年
３

月
４

日
教
育
課
程
部
会
社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
資
料
９
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「
公
共
（
仮
称
）
」
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
①
（
た
た
き
台
案
）

新
必

履
修

科
目

(案
)

「
公
共
(仮
称
)」

⇒
今

ま
で

受
け

継
が

れ
て

き
た

蓄
積

や
先

人
の

取
組

、
知

恵
な

ど
を

踏
ま

え
、

・
様

々
な

立
場

や
文

化
等

を
背

景
に

し
て

社
会

が
成

立
し

て
い

る
こ

と
・
①

「
自

分
ら

し
い

生
き

方
」を

問
い

、
自

ら
の

体
験

や
悩

み
を

振
り

返
る

こ
と

を
通

し
て

自
ら

を
成

長
さ

せ
る

こ
と

、
②

人
間

は
社

会
的

な
存

在
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
対

話
を

通
じ

て
お

互
い

を
高

め
合

う
こ

と
、

両
者

に
よ

っ
て

よ
り

よ
い

集
団

、
社

会
（
公

共
的

な
空

間
）
を

作
り

出
し

て
い

く
こ

と
（勤

労
観

・
職

業
観

の
育

成
を

含
む

）に
つ

い
て

学
ぶ

。

⇒
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
倫

理
的

主
体

と
し

て
個

人
が

判
断

す
る

た
め

の
手

掛
か

り
と

な
る

、
①

「
行

為
の

結
果

に
お

け
る

効
用

と
し

て
、

個
人

の
幸

福
と

と
も

に
、

社
会

全
体

の
幸

福
を

重
視

す
る

考
え

方
」
、

②
「
（
行

為
の

結
果

よ
り

も
、

）
行

為
の

動
機

と
な

る
人

間
的

責
務

と
し

て
の

公
正

な
ど

を
重

視
す

る
考

え
方

」
、

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。

そ
の

際
、

・
人

が
追

求
す

る
も

の
は

経
済

的
価

値
に

限
ら

れ
る

も
の

で
は

な
く
、

多
義

的
で

あ
る

こ
と

・
両

者
と

も
に

活
用

し
、

自
分

も
他

者
も

と
も

に
納

得
で

き
る

解
を

見
出

そ
う

と
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と
・
行

為
の

結
果

に
お

け
る

効
用

に
つ

い
て

、
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と

・
行

為
の

動
機

に
つ

い
て

、
個

々
の

動
機

に
留

ま
ら

ず
、

そ
れ

ら
を

継
続

的
に

考
え

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方
に

つ
い

て
考

え
て

い
く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
こ

と

な
ど

を
取

り
上

げ
る

。

※
指

導
の

ね
ら

い
を

明
確

に
し

た
上

で
、

囚
人

の
ジ

レ
ン

マ
、

共
有

地
の

悲
劇

、
最

後
通

牒
ゲ

ー
ム

等
の

思
考

実
験

や
、

環
境

保
護

、
生

命
倫

理
等

に
つ

い
て

概
念

的
に

考
え

る
学

習
活

動
を

取
り

入
れ

る
こ

と
。

そ
の

際
、

(3
)「

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
」
で

取
り

扱
う

課
題

と
連

動
し

た
課

題
を

取
り

上
げ

る
よ

う
に

す
る

。

⇒
個

人
と

社
会

と
の

関
わ

り
に

お
い

て
、

社
会

に
お

け
る

基
本

的
な

原
理

に
焦

点
を

置
い

て
考

え
る

。
具

体
的

に
は

、
個

人
の

尊
重

を
前

提
に

、
協

働
関

係
の

共
時

性
と

通
時

性
に

関
す

る
比

較
衡

量
な

ど
を

通
し

て
、

人
間

の
尊

厳
と

平
等

、
社

会
の

安
定

性
を

と
も

に
成

り
立

た
せ

る
こ

と
が

、
公

共
的

な
空

間
の

中
で

協
働

す
る

た
め

に
必

要
で

あ
る

こ
と

に
つ

い
て

理
解

さ
せ

る
。

そ
の

際
、

・
民

主
主

義
、

自
由

・
権

利
と

責
任

・
義

務
、

相
互

承
認

・
・
・

な
ど

を
取

り
上

げ
る

。

(1
) 

「
公

共
」
の

扉

ア
公

共
的

な
空

間
を

作
る

私
た

ち

イ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方

倫
理

的
主

体
と

な
る

私
た

ち

＜
参
考
＞
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
は
、
…
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
関
す
る
教
育
を
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
充
実
を
図
る
も
の
と
し
、
各
教
科
の
属
す
る

科
目
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活
動
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
、
適
切
な
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
総
則
第
1
款

教
育
課
程
編
成
の
一
般
方
針
」
）

ウ
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

「
平

和
で

民
主

的
な

国
家

及
び

社
会

の
形

成
者

」
を

育
成

平
成

２
８

年
２

月
２

９
日

教
育

課
程

部
会

社
会

・
地

理
歴

史
・

公
民

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
資

料
６
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公
民
科
目
新
設
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
②
（
た
た
き
台
案
）

「
公
共
」
(仮
称
)

(2
)自

立
し

た
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
し

、
他

者
と

協
働

す
る

た
め

に

＜
留

意
点

＞
(3

)「
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
」
に

お
い

て
課

題
を

探
究

す
る

学
習

を
行

う
こ

と
に

留
意

し
、

個
別

的
・
網

羅
的

に
題

材
を

取
り

扱
う

こ
と

な
く
、

主
体

相
互

の
有

機
的

な
関

連
を

図
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

⇒
・
小

・
中

学
校

社
会

で
習

得
し

た
知

識
等

を
基

盤
に

、
社

会
的

事
象

の
見

方
や

考
え

方
を

働
か

せ
な

が
ら

、
(1

)「
「
公

共
」
の

扉
」
で

身
に

付
け

た
選

択
・
判

断
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共

的
な

空
間

に
お

け
る

基
本

的
原

理
等

を
活

用
し

て
現

実
の

社
会

的
事

象
に

つ
い

て
考

察
、

追
究

す
る

。

・
社

会
を

構
成

す
る

主
体

と
な

る
た

め
に

、
協

働
の

必
要

な
理

由
、

協
働

を
可

能
と

す
る

条
件

、
協

働
を

阻
害

す
る

要
因

な
ど

に
つ

い
て

考
察

を
深

め
る

。
そ

の
際

、
自

立
し

た
主

体
と

し
て

生
き

る
た

め
に

必
要

な
知

識
を

身
に

付
け

る
。

契
約

、
メ

デ
ィ

ア
、

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
、

男
女

共
同

参
画

・
・
・

（
ア

～
エ

の
主

体
の

う
ち

二
つ

、
あ

る
い

は
三

つ
の

主
体

が
複

合
的

に
関

連
し

合
う

題
材

を
取

り
扱

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
）

<考
え

ら
れ

る
学

習
活

動
の

例
>

討
論

、
デ

ィ
ベ

ー
ト

、
模

擬
選

挙
、

模
擬

投
票

、
模

擬
裁

判
、

外
部

の
専

門
家

の
講

演
、

新
聞

を
題

材
に

し
た

学
習

、
体

験
活

動
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
準

備
と

振
り

返
り

・
・
・

※
様

々
な

主
体

と
な

る
個

人
を

支
え

る
家

族
・
家

庭
や

地
域

等
に

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

⇒
世

代
間

協
力

・
交

流
、

自
助

・
共

助
・
公

助
等

に
よ

る
社

会
的

基
盤

の
強

化

家
族

・
家

庭
、

消
費

者
等

に
関

す
る

個
人

を
起

点
と

し
た

自
立

し
た

主
体

と
な

る
力

を
育

む
家

庭
科

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

を
扱

う
情

報
科

、
個

人
の

安
全

指
導

を
行

う
保

健
体

育
科

と
連

携

(1
) 
「
公

共
」
の

扉

別
紙

＜
題

材
の

例
＞

イ
経

済
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

ア
政

治
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
議

論
に

よ
り

、
意

見
や

信
念

、
利

害
の

対
立

状
況

を
調

整
し

、
合

意
形

成
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

よ
り

よ
い

社
会

を
築

く
こ

と
）

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
公

正
な

ル
ー

ル
を

作
っ

て
そ

の
下

で
経

済
活

動
を

行
う

こ
と

を
通

し
て

、
個

人
の

尊
重

と
よ

り
活

発
な

経
済

活
動

を
と

も
に

成
り

立
た

せ
る

こ
と

。
ま

た
そ

の
補

完
を

政
府

等
が

担
っ

て
い

る
こ

と
）

エ
様

々
な

情
報

を
発

信
・
受

信
す

る
知

的
主

体
と

な
る

私
た

ち
ウ

法
的

主
体

と
な

る
私

た
ち

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
公

正
な

手
続

き
に

則
り

比
較

衡
量

を
行

う
こ

と
を

通
し

て
、

個
人

や
社

会
の

紛
争

を
調

停
・
解

決
す

る
こ

と
）

⇒
協

働
に

よ
り

目
指

す
べ

き
も

の
（
情

報
に

関
す

る
責

任
や

、
利

便
性

と
安

全
性

を
多

面
的

・
多

角
的

に
考

え
て

い
く
こ

と
を

通
し

て
、

望
ま

し
い

情
報

社
会

を
築

く
こ

と
）

財
政

と
税

、
社

会
保

障
、

市
場

経
済

の
機

能
と

限
界

、
雇

用
、

労
働

問
題

（
労

働
関

係
法

制
を

含
む

）
・
・
・

司
法

参
加

・
・
・

契
約

、
消

費
者

の
権

利
や

責
任

・
・
・

情
報

モ
ラ

ル
・
・
・

政
治

参
加

、
世

論
の

形
成

、
国

際
貢

献
・
・
・

職
業

選
択

、
金

融
の

働
き

、
経

済
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

と
相

互
依

存
関

係
の

深
ま

り
・
・
・
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公
民
科
目
新
設
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
③
（
た
た
き
台
案
）

「
公
共
」
(仮
称
)

(3
)持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に

⇒
(1

)「
「
公

共
」
の

扉
」
で

身
に

付
け

た
選

択
・
判

断
の

手
掛

か
り

と
な

る
考

え
方

や
公

共
的

な
空

間
に

お
け

る
基

本
的

原
理

等
を

活
用

す
る

と
と

も
に

、
(2

)「
自

立
し

た
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
し

、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

」
で

行
っ

た
課

題
追

究
的

な
学

習
で

扱
っ

た
現

実
社

会
の

諸
課

題
へ

の
関

心
を

一
層

高
め

、
個

人
を

起
点

と
し

て
、

自
立

、
協

働
の

観
点

か
ら

、
今

ま
で

受
け

継
が

れ
て

き
た

蓄
積

や
先

人
の

取
組

、
知

恵
な

ど
を

踏
ま

え
つ

つ
多

様
性

を
尊

重
し

、
持

続
可

能
な

地
域

、
国

家
、

国
際

社
会

づ
く
り

に
向

け
た

役
割

を
担

う
主

体
と

な
る

こ
と

に
つ

い
て

探
究

を
行

う
。

ア
地

域
の

創
造

へ
の

主
体

的
参

画
イ

よ
り

よ
い

社
会

の
構

築
へ

の
主

体
的

参
画

ウ
我

が
国

と
国

際
社

会
へ

の
主

体
的

参
画

<題
材

の
例

>
公

共
的

な
場

づ
く
り

や
安

全
を

目
指

し
た

地
域

の
活

性
化

、
受

益
と

負
担

の
均

衡
や

世
代

間
の

調
和

が
と

れ
た

社
会

保
障

、
文

化
と

宗
教

の
多

様
性

、
国

際
平

和
・
・
・
な

ど
に

つ
い

て
探

究

家
族

・
家

庭
、

消
費

者
等

に
関

す
る

個
人

を
起

点
と

し
た

自
立

し
た

主
体

と
な

る
力

を
育

む
家

庭
科

、
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

を
扱

う
情

報
科

、
個

人
の

安
全

指
導

を
行

う
保

健
体

育
科

と
連

携

(2
)自

立
し

た
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
し

、
他

者
と

協
働

す
る

た
め

に

(1
) 
「
公

共
」
の

扉

別
紙

別
紙

＜
留

意
点

＞
(1

)「
「
公

共
」
の

扉
」
、

(2
)「

自
立

し
た

主
体

と
し

て
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

」
の

学
習

を
踏

ま
え

て
、

科
目

の
ま

と
め

と
し

て
(3

)「
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
」
に

お
け

る
課

題
を

探
究

す
る

学
習

が
行

わ
れ

る
こ

と
に

留
意

し
、

(1
)、

(2
)に

お
い

て
は

、
(3

)で
課

題
を

探
究

す
る

学
習

が
効

果
的

に
行

わ
れ

る
よ

う
課

題
意

識
の

醸
成

に
努

め
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

＜
「
公

共
（
仮

称
）
」
の

学
習

に
お

い
て

関
係

す
る

専
門

家
・
機

関
＞

選
挙

管
理

委
員

会
、

企
業

、
経

済
団

体
、

起
業

家
、

弁
護

士
、

報
道

機
関

、
消

費
者

セ
ン

タ
ー

、
留

学
生

、
N

P
O

、
N

G
O

・
・
・

＜
「
公

共
（
仮

称
）
」
に

お
い

て
考

え
ら

れ
る

学
習

活
動

の
例

＞
討

論
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
、

模
擬

選
挙

、
模

擬
投

票
、

模
擬

裁
判

、
外

部
の

専
門

家
の

講
演

、
新

聞
を

題
材

に
し

た
学

習
、

体
験

活
動

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

準
備

と
振

り
返

り
・
・
・

※
「
公

共
（
仮

称
）
」
に

お
い

て
は

、
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

観
点

か
ら

、
経

済
、

法
、

情
報

発
信

な
ど

に
対

し
て

主
体

的
に

参
画

す
る

力
を

育
む

中
核

的
機

能
を

担
う

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
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現
代

社
会

の
課

題
を

捉
え

、
考

察
す

る
た

め
の

基
準

と
な

る
概

念
や

理
論

を
、

古
今

東
西

の
知

的
蓄

積
を

通
し

て
習

得
す

る
。

立
場

や
文

化
に

よ
っ

て
意

見
の

異
な

る
様

々
な

課
題

に
つ

い
て

、
そ

の
背

景
に

あ
る

考
え

方
を

踏
ま

え
て

よ
り

よ
い

解
決

の
在

り
方

を
協

働
的

に
考

察
し

、
公

正
に

判
断

、
合

意
形

成
す

る
力

を
養

う
。

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
、

様
々

な
課

題
の

発
見

・
解

決
に

向
け

た
探

究
を

行
い

、
「
平

和
で

民
主

的
な

国
家

及
び

社
会

の
形

成
者

」
と

し
て

必
要

な
資

質
・
能

力
を

養
う

。

新
選

択
科

目
「
政

治
・
経

済
」

(仮
称

)

新
選

択
科

目

「
倫

理
」

(仮
称

)

公
共

的
な

事
柄

に
自

ら
参

画
し

よ
う

と
す

る
意

欲
や

態
度

を
育

み
、

現
代

社
会

に
生

き
る

人
間

と
し

て
の

在
り

方
生

き
方

に
つ

い
て

の
自

覚
を

一
層

深
め

る
学

習
を

充
実

新
必

履
修

科
目

「
公

共
」

(仮
称

)の
構

成

自
立

し
て

思
索

を
行

う
と

と
も

に
、

他
者

と
共

に
生

き
る

主
体

を
育

む
「
倫

理
」

※
思

想
史

的
知

識
の

習
得

に
終

始
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

国
家

及
び

社
会

の
形

成
に

、
よ

り
積

極
的

な
役

割
を

果
た

す
主

体
を

育
む

「
政

治
・
経

済
」

※
制

度
・
仕

組
み

の
知

識
の

習
得

に
終

始
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
公
民
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
案
）

※
現

行
の

選
択

必
履

修
科

目
「
現

代
社

会
」
同

様
に

１
科

目
で

も
っ

て
公

民
科

の
教

科
目

標
を

達
成

す
る

こ
と

の
で

き
る

新
必

履
修

科
目

「
公

共
」

(仮
称

)を
設

置
す

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

科
目

は
、

「
現

代
社

会
」
に

お
け

る
三

つ
の

大
項

目
相

互
の

関
係

や
学

習
内

容
に

お
い

て
共

通
す

る
点

が
多

く
、

そ
の

発
展

と
捉

え
る

こ
と

も
で

き
る

こ
と

か
ら

、
「
現

代
社

会
」
に

つ
い

て
は

科
目

を
設

置
し

な
い

こ
と

も
含

め
検

討
す

る
。

平
成

２
８

年
２

月
２

９
日

教
育

課
程

部
会

社
会

・
地

理
歴

史
・

公
民

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
資

料
７
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(1
)現

代
に

生
き

る
自

己
の

課
題

(2
)人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方

(3
)現

代
と

倫
理

ア
人
間
と
し
て
の
自
覚

イ
国
際
社
会
に
生
き
る

日
本
人
と
し
て
の
自
覚

倫
理

現
行

公
民

科
目

＜
科
目
構
成
の
考
え
方
＞

・
新
必
履
修
科
目
「
公
共
（
仮
称
）
」
で
習
得
し
た
個
人
が
判
断
す
る
た
め
の
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
方
を
基
盤
と
し
、
古
今
東
西
の
幅
広
い
知
的
蓄
積
を
通
し
て

よ
り
深
く
思
索
す
る
た
め
の
概
念
や
理
論
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
現
代
の
倫
理
的
諸
課
題
を
探
究
し
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
を
よ
り
深
く
自
覚

し
、
人
格
の
完
成
に
向
け
て
自
己
の
生
き
方
の
確
立
を
図
る
主
体
を
育
む
「
倫
理
」
に
発
展
さ
せ
る
。
そ
の
た
め
に
、
思
想
史
の
断
片
的
な
知
識
の
暗
記
中
心
か
ら
、

「
倫
理
的
価
値
の
理
解
」
を
基
に
し
た
「
考
え
る
倫
理
」
に
転
換
す
る
。

ア
現
代
に
生
き
る

人
間
と
し
て
の
倫
理

イ
現
代
の
諸
課
題
と
倫
理

⇒
現

代
に

生
き

る
人

間
の

倫
理

的
課

題
に

つ
い

て
思

索
を

深
め

、
論

理
的

思
考

力
を

身
に

付
け

、
自

己
の

生
き

方
の

確
立

を
図

る
た

め
に

探
究

す
る

。
（
例

）
生

命
、

環
境

、
家

族
、

地
域

社
会

、
情

報
社

会
、

文
化

と
宗

教
、

国
際

平
和

と
人

類
の

福
祉

、
科

学
・
技

術
、

動
物

、
経

済
社

会
な

ど
に

お
け

る
倫

理
的

課
題

新
選

択
科

目
(案

)

⇒
自

己
の

生
き

方
を

見
つ

め
直

し
、

自
ら

の
悩

み
や

体
験

を
振

り
返

り
、

「
公

共
（
仮

称
）
」
で

取
り

扱
っ

た
社

会
と

の
関

わ
り

に
加

え
て

、
自

己
の

課
題

を
他

者
、

集
団

、
生

命
や

自
然

な
ど

と
の

関
わ

り
も

視
点

と
し

て
捉

え
、

多
面

的
・
多

角
的

に
考

察
し

、
思

索
を

深
め

る
。

（
考

察
の

対
象

）
人

間
存

在
。

愛
、

正
義

、
幸

福
な

ど
の

倫
理

的
な

価
値

(1
)

自
己

の
課

題
と

人
間

と
し

て
の

在
り

方
生

き
方新
必
履
修
科
目

「
公
共
」
(仮
称
)

⑴
「
公

共
」の

扉
⑴

「
公

共
」の

扉

新
必

履
修

科
目

で
育

ま
れ

た
資

質
・能

力
を

活
用

し
、
思

索
を

深
め

る
科

目

⑵
自

立
し

た
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
し

、
他

者
と

協
働

す
る

た
め

に
⑵

自
立

し
た

主
体

と
し

て
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

⑶
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
⑶

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に

新
選
択
科
目

「
倫
理
」
(仮
称
)

資
質

・
能

力

○
現

代
社

会
に

生
き

る
人

間
と

し
て

の
在

り
方

生
き

方
に

つ
い

て
の

よ
り

深
い

自
覚

○
現

代
の

諸
課

題
を

捉
え

、
よ

り
深

く
思

索
す

る
た

め
の

概
念

や
理

論
の

理
解

○
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
概

念
や

理
論

を
活

用
し

、
論

理
的

に
思

考
し

、
思

索
を

深
め

、
説

明
す

る
力

一
部

移
行

拡
充

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
公
民
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
た
た
き
台
案
）
Ⅰ

(2
)

現
代

の
諸

課
題

と
倫

理
探

究

【
学
習
活
動

の
例
】

・
我

が
国

を
含

む
古

今
東

西
の

先
哲

た
ち

の
基

本
的

な
考

え
方

を
手

掛
か

り
と

す
る

た
め

、
先

哲
の

原
典

を
読

む

・
哲

学
に

関
わ

る
対

話
的

手
法

等
も

活
用
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(1
)現

代
の

政
治

(2
)現

代
の

経
済

(3
)現

代
社

会
の

諸
課

題

ア
現
代
経
済
の 仕
組
み
と
特
質

イ
国
民
経
済
と
国
際
経
済

政
治
・
経
済

現
行

公
民

科
目

＜
科
目
構
成
の
考
え
方
＞

・
小
・
中
学
校
社
会
で
身
に
付
け
た
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
を
基
盤
に
、
新
必
履
修
科
目
で
習
得
し
た
選
択
・
判
断
の
基
準
と
な
る
概
念
を
活
用
し
、
現
代

日
本
の
政
治
や
経
済
の
諸
課
題
や
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
な
ど
、
正
解
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い
現
実
社
会
の
諸
課
題
を
協
働
し
て
探
究
し
、
国
家
・
社

会
の
形
成
に
よ
り
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
主
体
を
育
む
「
政
治
・
経
済
」
に
発
展
さ
せ
る
。

ア
現
代
日
本
の

政
治
や
経
済
の
諸
課
題

イ
国
際
社
会
の

政
治
や
経
済
の
諸
課
題

新
選

択
科

目
(案

)

⇒
現

代
の

国
際

政
治

・
経

済
に

関
わ

る
概

念
や

理
論

、
複

雑
な

国
際

政
治

・
経

済
の

特
質

を
捉

え
、

そ
れ

を
説

明
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

解
決

策
を

探
究

す
る

。

（
課

題
例

）
国

際
平

和
と

人
類

の
福

祉
に

寄
与

す
る

日
本

の
役

割
、

国
際

経
済

に
お

け
る

日
本

の
役

割
、

地
球

環
境

と
資

源
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

問
題

・
・
・

(2
) 
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

進
む

国
際

政
治

・
経

済

⇒
「
公

共
（
仮

称
）
」
で

取
り

扱
っ

た
法

や
民

主
政

治
、

現
代

経
済

に
つ

い
て

、
そ

れ
ら

を
構

成
す

る
様

々
な

専
門

領
域

を
深

く
追

究
し

、
複

雑
な

現
代

政
治

・
経

済
の

特
質

を
捉

え
る

と
と

も
に

、
そ

の
解

決
策

を
探

究
す

る
。

（
課

題
例

）
望

ま
し

い
政

治
の

仕
組

み
及

び
主

権
者

と
し

て
の

政
治

参
加

の
在

り
方

、
経

済
活

動
の

在
り

方
と

福
祉

の
向

上
の

関
連

、
少

子
高

齢
社

会
と

社
会

保
障

制
度

・
・
・

(1
) 
民

主
政

治
の

基
本

原
理

と
現

代
の

経
済

新
必
履
修
科
目

「
公
共
」
(仮
称
)

⑴
「
公

共
」
の

扉

新
必

履
修

科
目

で
育

ま
れ

た
資

質
・能

力
を

活
用

し
、

社
会

形
成

に
向

か
う

科
目

⑵
自

立
し

た
主

体
と

し
て

社
会

に
参

画
し

、
他

者
と

協
働

す
る

た
め

に
⑵

自
立

し
た

主
体

と
し

て
社

会
に

参
画

し
、

他
者

と
協

働
す

る
た

め
に

⑶
持

続
可

能
な

社
会

づ
く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に
⑶

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
主

体
と

な
る

た
め

に

新
選
択
科
目

「
政
治
・
経
済
」
(仮
称
)

資
質

・
能

力

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
公
民
科
目
の
改
訂
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
構
成
（
案
）
Ⅱ

ア
民
主
政
治
の
基
本
原
理
と

日
本
国
憲
法

イ
現
代
の
国
際
政
治

○
国

際
社

会
に

お
い

て
、

国
家

・
社

会
の

形
成

に
よ

り
積

極
的

な
役

割
を

果
た

そ
う

と
す

る
意

欲
や

態
度

○
正

解
が

一
つ

に
定

ま
ら

な
い

、
現

実
社

会
の

複
雑

な
諸

課
題

の
解

決
策

を
探

究
す

る
た

め
に

必
要

な
概

念
の

理
解

○
社

会
に

見
ら

れ
る

複
雑

な
課

題
を

把
握

し
、

説
明

す
る

と
と

も
に

、
身

に
付

け
た

判
断

基
準

を
根

拠
に

解
決

策
を

構
想

す
る

力

○
構

想
し

た
こ

と
の

妥
当

性
や

効
果

、
実

現
可

能
性

な
ど

を
踏

ま
え

て
議

論
し

、
合

意
形

成
に

向
か

う
力

探
究

探
究

探
究

【
学
習
活
動

の
例
】

・
複

雑
な

現
実

社
会

の
諸

課
題

を
取

り
扱

い
、

協
働

し
て

課
題

の
解

決
策

を
探

究
す

る

・
討

論
、

デ
ィ

ベ
ー

ト
な

ど
の

手
法

等
も

活
用
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個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
、

何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

（
知
っ
て
い
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と
を

ど
う
使
う
か
）

情
意
・
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
、
世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

公
共

（
仮
称
）

・
現
代
社
会
の
諸
課
題
を
捉
え
、
考

察
し
選
択
・
判
断
し
て
い
く
た
め
に

必
要
な
概
念
的
な
枠
組
み
の
理
解

・
様
々
な
主
体
と
な
る
た
め
に
必
要

な
知
識
、
概
念
や
技
能

・
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要

な
選
択
・
判
断
を
主
体
的
に
行
い
、

他
者
と
協
働
し
な
が
ら
様
々
な
課
題

を
解
決
し
て
い
く
力

・
社
会
参
画
へ
の
意
欲
や
態
度

・
現
代
社
会
に
生
き
る
人
間
と
し
て

の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
自

覚
な
ど

倫
理

（
仮
称
）

・
古
今
東
西
の
幅
広
い
知
的
蓄
積
を

通
し
て
、
現
代
の
諸
課
題
を
捉
え
、

よ
り
深
く
思
索
す
る
た
め
の
概
念

や
理
論
の
理
解

・
現
代
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
概
念
や
理
論
を
活
用
し
、
論
理
的

に
思
考
し
、
思
索
を
深
め
、
説
明
す

る
力

・
現
代
社
会
に
生
き
る
人
間
と
し
て

の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
よ

り
深
い
自
覚

な
ど

政
治
・
経
済

（
仮
称
）

・
正
解
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
い
、
現

実
社
会
の
複
雑
な
諸
課
題
の
解
決

策
を
探
究
す
る
た
め
に
必
要
な
概

念
の
理
解

・
社
会
に
見
ら
れ
る
複
雑
な
課
題
を
把

握
し
、
説
明
す
る
と
と
も
に
、
身
に
付

け
た
判
断
基
準
を
根
拠
に
解
決
策

を
考
察
す
る
力

・
構
想
し
た
こ
と
の
妥
当
性
や
効
果
、

実
現
可
能
性
な
ど
を
踏
ま
え
て
議
論

し
、
合
意
形
成
に
向
か
う
力

・
国
際
社
会
に
お
い
て
、
国
家
・社

会
の
形
成
に
よ
り
積
極
的
な
役
割

を
果
た
そ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度 な
ど

公
民
科
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
た
た
き
台
案
）

平
成
２
８
年
２
月
２
９
日

教
育

課
程

部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
８
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社
会
科
等
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
の
整
理
（
た
た
き
台
案
）

個
別
の
知
識
や
技
能

（
何
を
知
っ
て
い
る
か
，
何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

（
知
っ
て
い
る
こ
と
，
で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

情
意
・
態
度
等
に
関
わ
る
も
の

（
ど
の
よ
う
に
社
会
，
世
界
と
関
わ
り
よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

小
学
校

社
会

・
社
会
生
活
に
つ
い
て
の
理
解
（
地
域
や
我
が
国
の
国

土
の
地
理
的
環
境
，
社
会
の
仕
組
み
や
働
き
，
地
域

や
我
が
国
の
歴
史
や
伝
統
と
文
化
，
そ
れ
ら
と
人
々

の
生
活
と
の
関
連
）

・
観
察
，
資
料
活
用
の
技
能
（
社
会
的
事
象
に
関
す
る
情

報
を
「
集
め
る
」
「
読
み
取
る
」
「
ま
と
め
る
」
技
能
）

・
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
の
基
礎
を
用
い
て
，

社
会
的
事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
多
角

的
に
考
え
る
力
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
，

社
会
へ
の
関
わ
り
方
を
選
択
・
判
断
す
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
力

・
環
境
の
保
全
や
自
然
災
害
の
防
止
，
我
が
国
の
産
業
の
発

展
や
社
会
の
情
報
化
へ
の
関
心
，
先
人
の
業
績
や
優
れ
た

文
化
遺
産
に
つ
い
て
の
興
味
・
関
心

・
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
，
地
域
社
会
に
対
す
る
誇

り
と
愛
情
，
我
が
国
の
国
土
に
対
す
る
愛
情
，
我
が
国
の
歴

史
や
伝
統
を
大
切
に
し
，
国
を
愛
す
る
心
情
，
平
和
を
願
う
日

本
人
と
し
て
世
界
の
国
々
の
人
々
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
の
自
覚

な
ど

＊
世
界
の
国
々
と
の
関
わ
り
や
我
が
国
の
政
治
の
働
き
へ
の

関
心
，
よ
り
よ
い
社
会
を
考
え
よ
う
と
す
る
態
度
等
に
つ
い
て

検
討

中
学
校

社
会

・
我
が
国
の
国
土
と
歴
史
に
対
す
る
理
解

・
国
民
主
権
を
担
う
公
民
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
教
養

・
資
料
活
用
の
技
能
（
社
会
的
事
象
に
関
す
る
様
々
な

情
報
を
適
切
に
収
集
，
選
択
，
活
用
す
る
技
能
）

・
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会
的

事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
多
面

的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
，
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題

や
問
題
に
つ
い
て
公
正
に
判
断
し
た
り
す
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
り
，
そ
れ
ら
を
基
に

議
論
し
た
り
す
る
力

・
社
会
に
対
す
る
関
心

・
我
が
国
の
国
土
や
歴
史
に
対
す
る
愛
情

・
国
際
社
会
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
形
成

者
を
目
指
す
態
度

な
ど

地
理
的

分
野

・
我
が
国
の
国
土
及
び
世
界
の
諸
地
域
に
関
す
る
地
理

的
な
認
識

・
地
図
の
読
図
や
作
図
，
景
観
写
真
の
読
み
取
り
な
ど

の
地
理
的
な
技
能

・
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，

事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
多
面
的
・
多
角

的
に
考
察
す
る
力

・
地
域
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立

場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

・
調
査
し
た
こ
と
や
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
を
地
図
等
を
用

い
て
説
明
し
た
り
議
論
し
た
り
す
る
力

・
日
本
や
世
界
の
地
理
的
事
象
に
対
す
る
関
心

・
生
徒
が
生
活
し
て
い
る
土
地
に
対
す
る
関
心

・
地
域
の
課
題
を
見
出
し
，
地
域
社
会
の
形
成
に
参
画
し
そ
の

発
展
に
努
力
し
よ
う
と
す
る
態
度

な
ど

歴
史
的

分
野

・
我
が
国
の
歴
史
の
大
き
な
流
れ
，
伝
統
と
文
化
の
特

色
の
理
解

・
歴
史
上
の
人
物
と
文
化
遺
産
の
理
解

・
歴
史
に
見
ら
れ
る
国
際
関
係
や
文
化
交
流
の
あ
ら
ま
し

の
理
解

・
年
表
な
ど
歴
史
に
関
わ
る
諸
資
料
を
活
用
す
る
技
能

＊
世
界
の
歴
史
の
扱
い
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
等
を
検
討

・
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，

特
色
や
相
互
の
関
連
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る

力
・
歴
史
に
み
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や

意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

・
思
考
・
判
断
し
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
た
り
議
論
し
た

り
す
る
力

・
歴
史
的
事
象
や
身
近
な
地
域
の
歴
史
へ
の
関
心

・
他
民
族
の
文
化
や
生
活
な
ど
へ
の
関
心

・
我
が
国
の
歴
史
に
対
す
る
愛
情
，
国
民
と
し
て
の
自
覚

・
国
際
協
調
の
精
神

・
歴
史
上
の
人
物
と
文
化
遺
産
を
尊
重
す
る
態
度
な
ど

公
民
的

分
野

・
現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方
の
基
礎
と
し
て

の
対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
な
ど
の
理
解

・
政
治
や
経
済
，
国
際
関
係
に
関
す
る
概
念
の
理
解

・
統
計
や
新
聞
，
映
像
な
ど
現
代
の
社
会
的
事
象
に
関

す
る
諸
資
料
を
活
用
す
る
技
能

・
現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
，
社
会

的
事
象
を
現
代
の
社
会
生
活
と
関
連
付
け
た
り
，
現
代

の
諸
課
題
に
つ
い
て
公
正
に
判
断
し
た
り
す
る
力

・
他
者
の
主
張
を
踏
ま
え
た
り
取
り
入
れ
た
り
し
て
社
会
に

見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
再
構
成
し

な
が
ら
議
論
す
る
力

・
現
代
の
社
会
的
事
象
に
対
す
る
関
心

・
自
国
を
愛
し
，
そ
の
平
和
と
繁
栄
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

こ
と
の
自
覚

・
各
国
が
相
互
に
主
権
を
尊
重
し
，
各
国
民
が
協
力
し
合
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
の
自
覚

・
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
に
着
目
し
自
ら
考
え
よ
う
と
す
る
態
度

な
ど

＊
政
治
参
加
も
含
め
社
会
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
関
心
，
態
度

等
に
つ
い
て
検
討

平
成

２
８
年

２
月

８
日

育
課
程
部
会
社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
７
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社会・地理歴史・公民ワーキンググループにおける検討事項 

 

１．社会・地理歴史・公民科を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・社会・地理歴史・公民科を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・特にⅱ）に関わって、どのような思考力・判断力・表現力等（事象を捉える教

科・科目特有の視点や考え方など）を育むかについて 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた社会・地理歴史・公民科において

育成すべき資質・能力及び内容の系統性（例えば、小・中学校における世界に

関する学習の扱い、政治的教養を育むための教育の扱いなど）について 

・高等学校における新設科目等の具体的な内容について 

 

 

２．アクティブ・ラーニングの三つの視点（※）を踏まえた、資質・能力の育成の

ために重視すべき社会・地理歴史・公民科の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき社会・地理歴史・公民科の評価の在り方

について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ（及び論点整理

補足資料スライド26）参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学び

の過程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの

過程が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげ

る、主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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① 社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を考察する力                      

・社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連について、概念等を活用して
多面的・多角的に考察できる 

   

・社会的事象の見方や考え方を用いて、社会的事象の意味や意義、特色や相
互の関連を多面的・多角的に考察できる 

・社会的事象の見方や考え方を用いて、社会的事象の意味や意義、特色や相
互の関連を多角的に考察できる 

・社会的事象の見方や考え方を用いて、社会的事象の意味、特色や相互の関
連を考察できる 

 

② 社会に見られる課題や問題を把握し、その解決に向けて構想する力 

 

③ 考察したこと、構想したことを説明する力 

・適切な資料・内容や表現方法を選び、社会的事象についての自分の考えを
効果的に説明できる 

   

・主旨が明確になるように内容構成を考え、社会的事象についての自分の考
えを論理的に説明できる 

・根拠や理由を明確にして、社会的事象についての自分の考えを論理的に説
明できる 

 

④ 考察したこと、構想したことを基に議論する力 

                                                                                                                             

＊参考 学習の見通しを持ち追究の結果を評価する力 

                                                                                                                             

・社会に見られる複雑な課題や問題を把握して、身に付けた判断基準を根拠
に解決に向けて構想できる 

   

・社会に見られる課題や問題を把握して、複数の立場や意見を踏まえて、解
決について選択・判断できる 

・社会に見られる課題や問題を把握して、解決に向けて自分たちにできるこ
とを選択・判断できる 

・社会に見られる課題や問題を把握できる 

・合意形成を視野に入れながら、社会的事象について構想したことを、妥当
性や効果、実現可能性などを指標にして議論できる 

   

・他者の主張を踏まえたり取り入れたりして、社会的事象についての自分の
考えを再構成しながら議論できる 

・他者の意見につなげたり、立場や根拠を明確にしたりして、社会的事象に
ついての自分の考えを主張できる 

・追究の過程や結果を評価し、不十分な点を修正・改善することができ
る 

   

・追究の結果を振り返り、学んだことの成果等を自覚できる 

・学習問題（課題）を把握し、追究の見通しを持つことができる 

社会科、地理歴史科、公民科における思考力、判断力、表現力等の育成のイメージ 

 小 

 

 中 

 

高 

 

 小 

 

 中 

 

 中 

 

高 

 

 小 

 

 中 

 高 

 

 小 

 

 中 

 

高 

 

高 

 

平成 28 年１月 18 日
教 育 課 程 部 会
社会・地理歴史・公民
ワーキンググループ

資料５
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社 会 と の 関 わ り を 意 識 し た 課 題 解 決 的 な 学 習 の 充 実

身
近
な
物
や
遊
具
に
興
味
を
も
っ
て
か
か
わ
り
、
考
え
た
り
、
試
し
た

り
し
て
工
夫
し
て
遊
ぶ
。

思
考
力
、
表
現
力
の
基
礎
の
育
成

「
社
会
科
等
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
と
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
」
イ
メ
ー
ジ
（
た
た
き
台
案
）

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等

○
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
を
用
い
て
、
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
、
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考
察
す
る
力

○
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
、
そ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
構
想
す
る
力

○
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
力
、
議
論
す
る
力

生
活
に
関
係
の
深
い
情
報
や
施
設
な
ど
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
。

感
じ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど
を
音
や
動
き
な
ど
で

表
現
し
た
り
、
自
由
に
か
い
た
り
、
つ
く
っ
た
り
な
ど

す
る
。

し
た
り
、
見
た
り
、
聞
い
た
り
、
感
じ
た
り
、
考
え
た
り

な
ど
し
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
言
葉
で
表
現
す
る
。

比
較
す
る
、
分
類
す
る
、
関
連
付
け
る

な
ど
の
思
考

伝
え
る
、
相
互
交
流
す
る
、
振
り
返
る

な
ど
の
表
現

【
小
学
校
社
会
科
】

（第
３
～
６
学
年
）

幼
児
教
育

【
小
学
校
生
活
科
】

（
第
１
、
２
学
年
）

【
高
等
学
校
地
理
歴
史
科
、
公
民
科
】

【
中
学
校
社
会
科
】

（
地
理
的
、
歴
史
的
、
公
民
的
分
野
）

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り

・
時
期
や
時
間
の
経
過

・
事
象
相
互
、
人
々
の
立
場
相
互
の
関
係
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
事
象
を
比
較
・
分
類
し
た
り
総
合
し
た
り
し
て
（
特
色
）

・
国
民
（
人
々
の
）
生
活
と
関
連
付
け
て
（
意
味
）

社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方

（
追
究
の
視
点
や
方
法
）

社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
の
基
礎

比
較
・
関
連
付
け
・
総
合

帰
納
・
演
繹

社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
、
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の

結
び
付
き
、
人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

個
人
と
社
会
と
の
関
係
に
着
目
し
て

社
会
的
事
象
を
見
出
し

現
代
の
社
会
生
活
と
関
連
付
け
て

平
成
２
８
年
２
月
８
日

教
育
課
程
部
会

社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
６
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社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
（
追
究
の
視
点
や
方
法
）
の
例
（
た
た
き
台
案
）

※
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
は
、
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
、
特
色
や
相
互
の
関
連
等
を
考
察
す
る
際
の
「
追
究
の
視
点
や
方
法
」
で
あ
る

・
社
会
的
事
象
の
特
色
や
意
味
を
多
角
的
に
考
察
す
る
力

・
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
，
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を

選
択
・
判
断
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方
の
基
礎

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り

・
時
期
や
時
間
の
経
過

・
事
象
相
互
，
立
場
相
互
の
関
係

に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
比
較
・
分
類
し
た
り
総
合
し
た
り
し
て

・
国
民
（
人
々
の
）
生
活
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

・
時
代
の
転
換
の
様
子
や
各
時
代
の
特
色
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

・
歴
史
に
見
ら
れ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
選
択
・

判
断
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方

・
推
移
や
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
比
較
し
て
相
違
や
共
通
性
を
明
確
に
し
て

・
原
因
と
結
果
を
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

・
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る
力

・
現
代
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま

え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

◎
現
代
社
会
を
捉
え
る
見
方
や
考
え
方

・
個
人
と
社
会
と
の
関
係
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象
を
見
出
し

・
そ
れ
ら
の
事
象
を
現
代
の
社
会
生
活
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

小 学 校 中 ・ 地 理 的 分 野 中 ・ 歴 史 的 分 野 中 ・ 公 民 的 分 野

○
位
置
や
空
間
的
広
が
り
の
視
点

地
理
的
位
置
，
分
布
，
地
形
，
環
境
，

気
候
，
範
囲
，
地
域
，
構
成
，

自
然
条
件
，
社
会
的
条
件

○
時
期
や
時
間
的
経
過
の
視
点

時
代
，
起
源
，
由
来
，
背
景
，
変
化
，

発
展
，
継
承
，
維
持
，
向
上
，
計
画

○
事
象
相
互
，
立
場
相
互
の
関
係
の
視
点

工
夫
，
努
力
，
願
い
，

つ
な
が
り
，
関
わ
り
，
協
力
，
連
携
，

対
策
・
事
業
，
役
割
，
影
響

・
ど
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
こ
の
場
所
に
集
ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
地
域
よ
っ
て
気
候
が
異
な
る
の
だ
ろ
う

・
い
つ
ど
ん
な
理
由
で
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い
る
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
な
工
夫
や
努
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う

・
な
ぜ
○
○
と
○
○
の
協
力
が
必
要
な
の
だ
ろ
う

・
組
立
工
場
を
中
心
に
部
品
工
場
が
集
ま
り
盛
ん
な
地
域
を
形
成
し
て
い
る

・
駅
の
周
囲
は
交
通
の
結
節
点
な
の
で
人
が
多
い
た
め
商
業
施
設
が
集
ま
る

・
国
土
の
地
理
的
位
置
や
地
形
，
台
風
な
ど
の
自
然
条
件
に
よ
っ
て
気
候
は
異

な
る

・
祭
り
は
地
域
の
豊
作
や
人
々
の
ま
と
ま
り
へ
の
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
。

・
農
作
業
は
機
械
化
に
よ
り
生
産
効
率
を
向
上
さ
せ
て
き
た

・
伝
統
芸
能
は
が
技
や
道
具
が
多
く
の
人
々
に
継
承
さ
れ
今
に
至
っ
て
い
る

・
地
域
の
安
全
は
，
関
係
機
関
の
未
然
防
止
と
緊
急
対
処
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
い
る

・
食
料
生
産
は
私
た
ち
の
食
生
活
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る

・
政
治
に
は
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
働
き
が
あ
る

・
世
界
の
人
々
と
共
に
生
き
る
に
は
，
文
化
や
考
え
方
の
違
い
を
認
め
合
い

理
解
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

考
え
ら
れ
る
追
究
の
視
点
（
例
）

追
究
の
視
点
を
生
か
し
た
「
問
い
」
の
例

社
会
科
に
お
け
る
思
考
力
，
判
断
力

習
得
す
る
知
識
，
概
念
の
例

・
今
も
世
界
に
広
ま
る
い
く
つ
か
の
宗
教
は
，
数
千
年
前
に
古
代
か
ら
の
文
明

地
域
の
都
市
を
中
心
に
お
こ
っ
た

・
南
北
朝
の
争
乱
や
戦
国
の
動
乱
を
経
て
室
町
幕
府
の
統
一
的
支
配
が
弱
ま
り
，

大
名
に
よ
る
領
国
支
配
と
民
衆
に
よ
る
自
治
的
結
合
が
進
ん
だ

・
近
世
は
，
江
戸
幕
府
等
の
強
大
な
力
を
基
盤
に
安
定
し
た
全
国
支
配
体
制
が

形
成
さ
れ
，
産
業
・
通
商
や
町
人
文
化
が
隆
盛
を
み
た
時
代
で
あ
っ
た

・
東
ア
ジ
ア
各
地
の
国
家
統
一
の
動
き
を
う
け
て
，
中
央
集
権
的
な
法
治
体
制

を
め
ざ
す
律
令
国
家
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た

・
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
の
あ
と
御
家
人
の
経
済
的
困
窮
と
武
家
社
会
に
お
け
る
専
制

的
支
配
へ
の
不
満
が
強
ま
り
，
鎌
倉
幕
府
は
倒
壊
に
向
か
っ
て
い
っ
た

・
私
た
ち
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
，
判
断
，
価
値
観
な
ど
が
文
化
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
て
い
る

・
人
間
は
社
会
的
存
在
で
あ
り
，
よ
り
よ
い
社
会
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め
に

は
き
ま
り
や
取
り
決
め
が
必
要
で
あ
る

・
人
間
の
生
活
の
維
持
・
向
上
を
図
る
こ
と
に
経
済
活
動
の
意
義
が
あ
る

・
合
意
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
際
に
，
無
駄
を
省
く
「
効
率
」
と
決
定
の
手
続

き
や
内
容
に
つ
い
て
の
「
公
正
」
が
必
要
で
あ
る

・
財
政
に
関
し
て
，
少
子
高
齢
社
会
な
ど
現
代
社
会
の
特
色
を
踏
ま
え
，
財
源

の
確
保
と
望
ま
し
い
配
分
に
つ
い
て
対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
な
ど
の
視

点
か
ら
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
・
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

・
地
球
環
境
，
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
，
貧
困
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
は
，
経
済

的
，
技
術
的
な
協
力
な
ど
が
大
切
で
あ
る

・
そ
れ
は
，
ど
こ
に
位
置
す
る
だ
ろ
う

・
そ
れ
は
，
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
ど
の
よ
う
な
場
所
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
か
ら

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
で
の
生
活
は
，
ま
わ
り
の
自
然
環
境
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
こ
は
，
そ
れ
以
外
の
場
所
と
ど
の
よ
う
な
関

係
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う

・
そ
の
地
域
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
，
そ
れ

は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

・
い
つ
（
ど
こ
で
，
誰
に
よ
っ
て
）
お
こ
っ
た
か

・
前
の
時
代
と
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か

・
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
か

・
な
ぜ
お
こ
っ
た
（
何
の
た
め
に
行
わ
れ
た
）
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

・
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か

・
私
た
ち
に
と
っ
て
き
ま
り
と
は
何
だ
ろ
う
か

・
な
ぜ
市
場
経
済
と
い
う
仕
組
み
が
あ
る
の
か
，

ど
の
よ
う
な
機
能
が
あ
る
の
か

・
な
ぜ
議
会
を
通
し
て
政
治
を
行
う
の
か

・
よ
り
よ
い
決
定
の
仕
方
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
・
社
会
保
障
と
そ
の
財
源
の
確
保
の
問
題
を
ど
の

よ
う
に
解
決
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か

・
民
主
政
治
を
推
進
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

・
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
の
増
大
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
か

○
位
置
や
分
布
に
関
わ
る
視
点

緯
度
・
経
度
，
方
位
，
距
離

領
域
，
等
質
地
域
，
地
方
的
特
殊
性

○
場
所
に
関
わ
る
視
点

地
形
，
気
候
，
植
生
，
景
観

○
人
間
と
自
然
の
相
互
依
存
関
係
に
関
わ
る
視
点

生
活
様
式
，
衣
食
住
，
自
然
条
件

○
空
間
的
相
互
依
存
作
用
に
関
わ
る
視
点

機
能
地
域
，
都
市
圏
，
社
会
条
件

○
地
域
に
関
わ
る
視
点

地
域
性
，
過
疎
・
過
密
，
先
進
・
発
展
途
上

○
年
代
の
基
本
に
関
わ
る
視
点

時
期
，
年
代
，
時
代
区
分

○
諸
事
象
の
推
移
や
変
化
に
関
わ
る
視
点

変
化
，
発
展
，
時
代
の
転
換

○
諸
事
象
の
特
色
に
関
わ
る
視
点

相
違
，
共
通
性
，
時
代
の
特
色

○
事
象
相
互
の
関
連
に
関
わ
る
視
点

原
因
，
背
景
，
ね
ら
い

結
果
，
影
響
，
意
味
，
意
義

○
現
代
社
会
を
捉
え
る
視
点

対
立
と
合
意
，
効
率
と
公
正
，

影
響
，
意
義
，
働
き
，
機
能
，
関
連
，

多
様
性

○
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
や
問
題
の
解
決
策
を
構

想
す
る
視
点

継
承
，
創
造
，
責
任
，
役
割
，
選
択
，

配
分
，
向
上
，
整
備
，
保
全
，
保
護
，

権
利
，
義
務
，
発
展
，
維
持
，
保
障
，
推
進
，

形
成
，
国
際
協
調
，
貢
献
，
熱
意
，

持
続
可
能

・
社
会
的
事
象
の
特
色
や
相
互
の
関
連
，
意
味
を
多
面
的
・
多
角
的
に

考
察
す
る
力

・
地
域
に
見
ら
れ
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
，
複
数
の
立
場
や
意
見
を

踏
ま
え
て
選
択
・
判
断
す
る
力

◎
社
会
的
事
象
の
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方

・
位
置
や
空
間
的
な
広
が
り
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
て
社
会
的
事
象

を
見
出
し

・
地
域
等
の
枠
組
み
の
中
で
，
環
境
条
件
や
他
地
域
と
の
結
び
付
き
，

人
間
の
営
み
な
ど
と
関
連
付
け
て

追 究 の 方 法

・
地
球
上
の
地
点
は
，
絶
対
的
，
相
対
的
に
表
現
で
き
る
こ
と

（
具
体
例
；
明
石
市
は
大
阪
市
の
西
に
あ
り
，
そ
こ
の
市
立
天
文
科
学
館
は
日

本
標
準
時
子
午
線
上
の
北
緯
3
4
度
3
8
分
，
東
経
1
3
5
度
0
分
に
あ
り
ま
す
）

・
特
定
の
事
象
は
，
地
球
の
表
面
に
お
い
て
特
定
の
場
所
に
広
が
る
こ
と

（
具
体
例
；
ア
マ
ゾ
ン
川
流
域
に
は
，
広
大
な
熱
帯
林
が
広
が
っ
て
い
ま
す
）

・
地
球
上
の
各
地
は
，
多
様
な
特
徴
を
持
つ
こ
と

（
具
体
例
；
岡
山
県
の
南
部
は
，
な
だ
ら
か
平
野
が
広
が
り
，
一
年
を
通
し
て

温
暖
な
気
候
の
地
域
で
す
）

・
人
々
の
生
活
は
自
然
の
影
響
を
受
け
る
と
と
も
に
，
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

（
具
体
例
；
平
野
の
乏
し
い
日
本
で
は
，
そ
の
傾
斜
地
を
段
々
畑
や
棚
田
に
す

る
な
ど
し
て
利
用
し
て
き
ま
し
た
）

・
場
所
は
相
互
に
関
係
を
持
ち
，
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と

（
具
体
例
；
東
京
の
周
辺
で
は
，
新
鮮
な
農
産
物
を
生
産
し
，
都
市
の
住
民
に

届
け
る
近
郊
農
業
が
古
く
か
ら
発
展
し
て
き
ま
し
た
）

・
空
間
的
な
広
が
り
は
，
固
有
の
性
格
を
持
ち
，
変
容
す
る
こ
と

（
具
体
例
；
中
国
地
方
の
山
間
部
で
は
，
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
む
過
疎
化

に
悩
む
地
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
）

資
料
６
の
補
助
資
料

90



社
会
科
に
お
け
る
学
習
プ
ロ
セ
ス
の
例
（
た
た
き
台
案
）

課
題
把
握

課
題
解
決

課
題
追
究

小 学 校 中 学 校

新
た
な
課
題

動
機
付
け

方
向
付
け

情
報
収
集

考
察
・
構
想

ま
と
め

振
り
返
り

●
学
習
問
題
を
つ
か

む
・
社
会
的
事
象
を
知
る

・
気
付
き
や
疑
問
を
出
し

合
う

・
学
習
問
題
を
設
定
す
る

●
問
題
解
決
の
見

通
し
を
持
つ

・
予
想
を
立
て
る

・
学
習
計
画
を
立
て
る

●
予
想
や
仮
説
の
検

証
に
向
け
て
調
べ
る

･学
校
外
で
の
観
察
や
調

査
な
ど
を
通
し
て
調
べ
る

・
様
々
な
種
類
の
資
料
を

活
用
し
て
調
べ
る

・
他
の
生
徒
と
情
報
を
交
換

す
る

●
社
会
的
事
象
の
意
味
，
特
色
や
相
互

の
関
連
を
考
え
る

・
多
角
的
に
考
え
る
，
話
し
合
う

●
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て

解
決
に
向
け
て
構
想
す
る

・
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
選
択
・
判
断
す
る

●
学
習
問
題
を
振
り

返
っ
て
ま
と
め
る

・
分
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る

・
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
る

●
学
習
を
振
り
返
っ
て

考
え
る

・
自
分
の
調
べ
方
や
学
び

方
を
振
り
返
る

・
学
習
成
果
を
（
学
校
外
の
）

他
者
に
伝
え
る

・
新
た
な
問
い
（
課
題
）
を
見

出
し
た
り
追
究
し
た
り
す
る

●
学
習
課
題
を
設

定
す
る

・
課
題
意
識
を
醸
成
す
る

・
学
習
課
題
を
設
定
す
る

●
課
題
解
決
の
見

通
し
を
持
つ

・
予
想
や
仮
説
を
立
て

る ・
調
査
方
法
，
追
究
方

法
を
吟
味
す
る

●
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色

や
相
互
の
関
連
を
考
察
す
る

・
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
す
る

・
話
し
合
う
（
討
論
等
）

●
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て

解
決
に
向
け
て
構
想
す
る

・
複
数
の
立
場
や
意
見
を
踏
ま
え
て
解
決
に

つ
い
て
選
択
・
判
断
す
る

●
考
察
し
た
こ
と
や
構

想
し
た
こ
と
を
ま
と
め

る
・
結
論
に
つ
い
て
他
の
生

徒
と
話
し
合
う

・
学
習
課
題
に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト
な
ど
に
ま
と
め
る

能 力 等 の 育 成 と 主 な 評 価 場 面主 な 学 習 過 程 の 例

技 能

思 考 力 ・ 判 断 力 ・

表 現 力

主 体 的 に 学 習 に

取 り 組 む 態 度

③
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
説
明
す
る

④
考
察
し
た
こ
と
や
構
想
し
た
こ
と
を
基
に
議
論
す
る

＊
社
会
的
事
象
に
対
す
る
関
心

＊
問
題
（
課
題
）
解
決
の
見
通
し

＊
意
欲
的
な
追
究

＊
追
究
の
結
果
を
振
り
返
り
，

学
ん
だ
こ
と
の
成
果
等
を

自
覚

＊
学
ん
だ
こ
と
を
実
社
会
に

生
か
そ
う
と
す
る
態
度

●
予
想
や
学
習
計
画

に
基
づ
い
て
調
べ
る

・
観
察
や
調
査
・
見
学
，
資

料
活
用
な
ど
を
通
し
て
調

べ
る

・
他
の
児
童
と
情
報
を
交
換

す
る

●
学
習
を
振
り
返
っ
て

考
察
す
る

・
自
分
の
調
べ
方
や
学
び

方
、
結
果
を
振
り
返
る

・
学
習
成
果
を
学
校
外
の

他
者
に
伝
え
る

・
新
た
な
問
い
（
課
題
）
を
見

出
し
た
り
追
究
し
た
り
す
る

■
学
習
過
程
全
体
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
点
■

・
各
プ
ロ
セ
ス
は
例
示
で
あ
り
，
上
例
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と

・
学
習
活
動
の
つ
な
が
り
と
学
び
の
広
が
り
（
深
い
学
び
，
対
話
的
な
学
び
，
主
体
的
な
学
び
）
を
意
図
し
た
，
単
元
の
構
成
の
工
夫
等
が
望
ま
れ
る
こ
と

①
社
会
的
事
象
の
意
味
や
意
義
，
特
色
や
相
互
の
関
連
を
考
察
す
る

②
社
会
に
見
ら
れ
る
課
題
を
把
握
し
て
解
決
に
向
け
て
構
想
す
る

知 識 ・ 理 解

主
に
事
実
等
に
関
わ
る
知
識
の
習
得

主
に
概
念
等
に
関
わ
る
知
識
の
習
得

事
実
や
概
念
等

に
関
わ
る
知
識

の
再
認
識

○
情
報
を
集
め
る

・
調
査
活
動
を
通
し
て

・
資
料
活
用
を
通
し
て

・
出
典
等
に
留
意
し
て
等

○
情
報
を
読
み
取
る

・
情
報
全
体
の
傾
向
性
を
踏
ま
え
て

・
必
要
な
情
報
を
選
ん
で

・
複
数
の
情
報
を
見
比
べ
て

・
資
料
の
特
性
に
留
意
し
て
等

○
情
報
を
ま
と
め
る

・
分
類
・
整
理
し
て

・
再
構
成
し
て

・
伝
達
意
図
を
持
っ
て
等

社
会
的
事
象
の
見
方
や
考
え
方

を
用
い
て

平
成

２
８
年

２
月

８
日

教
育
課
程
部
会
社
会
・
地
理
歴
史
・
公
民

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

資
料
８
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高等学校の数学・理科にわたる探究的科目の在り方 

に関する特別チーム検討事項 
 

 

 

１．数学と理科の知識や技能を総合的に活用して主体的な探究活動を行う数理探究（仮

称）で育成すべき資質・能力について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

 

 

２．数理探究（仮称）の内容等について 

・数理探究（仮称）の目標、内容、探究的な活動の対象領域等 

  

 

３．数理探究（仮称）の指導方法及び指導に当たっての留意事項等について 

 

 

４．資質・能力の育成のために重視すべき数理探究（仮称）の評価の在り方について 

 

 

５．数理探究（仮称）の質を高め、普及させるための方策 

 

 

92



数
理
探
究
（
仮
称
）
の
構
造
に
つ
い
て
～
基
本
原
理
～

①
教
科
・
科
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
視
点
で

事
象
を
と
ら
え
（
総
合
性
）
、

②
数
学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
や
科
学
的
な
も
の

の
見
方
・
考
え
方
を
柔
軟
な
発
想
で
活
用
し
た
り
、
組

み
合
わ
せ
た
り
し
な
が
ら
（
融
合
性
）
、

③
探
究
的
な
学
習
を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
（
手
立
て
）

④
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
粘
り
強
く
挑
戦
す
る

力
の
基
礎
を
培
う
（
挑
戦
性
、
ア
イ
デ
ィ
ア
の
創
発
）

数
理
探
究
（
仮
称
）
の
基
本
原
理

１
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数
学
的
な

も
の
の
見

方
・
考
え
方

理
科
的
な

も
の
の
見

方
・
考
え
方

教
科
・
科
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
自
由
な
発
想
で
事
象
を
と
ら
え
る
。

数
理
探
究
（
仮
称
）
の
基
本
原
理
の
イ
メ
ー
ジ

発
想
の
拡
大
、

思
考
の
深
化

探
究
的
な
活
動
の
実
施

数
学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方

や
科
学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え

方
を
柔
軟
な
発
想
で
活
用
し
た
り
、

組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
。

新
た
な
価
値

の
創
造
を
経
験

2
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次
の
課
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス

3

自
然
事
象
の
把
握

情
報
収
集
と
分
類

仮
説
の
設
定

検
証
計
画
の
立
案

観
察
・
実
験
の
実
施

結
果
の
処
理

考
察
・
推
論

●
観
察
し
た
こ
と
や
既
習
の
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
，
共
通
点
や
相
違
点
に
気
付
く
力

●
必
要
な
情
報
を
選
択
す
る
力
や
情
報
に
基
づ
い
て
課
題
を
理
解
す
る
力

●
知
識
や
情
報
に
基
づ
い
て
検
証
で
き
る
仮
説
を
設
定
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
計
画
の
た
め
に
知
識
･技
能
を
活
用
す
る
と
と
も
に
，
計
画
を
評
価
・

選
択
・
決
定
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
実
施
の
た
め
に
知
識
･技
能
を
活
用
し
た
り
実
行
し
た
り
す
る
力

●
観
察
・
実
験
の
結
果
を
処
理
す
る
力

●
結
果
を
分
析
・
解
釈
す
る
力

●
結
果
の
妥
当
性
を
判
断
し
，
結
論
を
導
き
出
す
力

●
新
た
な
知
識
や
モ
デ
ル
等
を
創
造
す
る
力

●
次
の
課
題
を
発
見
す
る
力

研
究
発
表

相
互
評
価

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

意
見
交
換
・
議
論

調
査

意
見
交
換
・
議
論

課 題 把 握( 発 見) 課 題 探 究 課 題 解 決
表
現
・
伝
達

●
考
察
・
推
論
し
た
こ
と
や
結
論
を
発
表
し
た
り
，
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
り
す
る
力

意
見
交
換
・
議
論

見
通
し

振
り
返
り

2
0
1
6
0
2
0
5
案

学
習
活
動
例
（
主
体
的
な
課
題
解
決
）

理
科
に
お
け
る
資
質
・
能
力
の
例

協
働
的
な
学
び
の
例

＊
な
お
，
課
題
解
決
の
過
程
は
，
必
ず
し
も
一
方
向
の
流
れ
で
は
な
い
。
ま
た
，
授
業
で
は
，
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
の
み
を
扱
っ
て
も
よ
い
。

見
通
し
と
振
り
返
り
の
例

●
知
識
や
情
報
に
基
づ
い
て
課
題
を
設
定
す
る
力

課
題
の
設
定

資
質
・
能
力
を
育
む
た
め
に
重
視
す
べ
き
学
習
過
程
等
の
例
（
た
た
き
台
）
（
高
等
学
校
の
例
）
：
第
４
回
理
科
Ｗ
Ｇ
資
料
よ
り
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個
別
の
知
識
や
技
能

（何
を
知
っ
て
い
る
か
、

何
が
で
き
る
か
）

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

教
科
等
の
本
質
に
根
ざ
し
た
見
方
や
考
え
方
等

（
知
っ
て
い
る
こ
と
・で
き
る
こ
と
を
ど
う
使
う
か
）

情
意
、
態
度
等
に

関
わ
る
も
の

（ど
の
よ
う
に
社
会
・世
界
と
関
わ
り

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
か
）

●
探
究
的
な
活
動
を
自
ら
遂
行
す
る
た
め
の

知
識
・
技
能

例
：
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
方
法

先
行
研
究
の
調
査
方
法

研
究
計
画
の
立
案
方
法

研
究
の
進
め
方

研
究
成
果
の
ま
と
め
方

研
究
成
果
の
発
表
方
法

に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能

●
既
に
有
し
て
い
る
知
識
・
技
能
の
活
用
及

び
探
究
を
通
じ
て
得
る
内
容
に
関
す
る
知
識

や
探
究
に
関
す
る
技
能

●
探
究
を
通
し
て
新
し
い
知
見
を
得
る
意
義

に
つ
い
て
の
認
識
。

●
研
究
倫
理
（
生
命
倫
理
を
含
む
。
)に
つ
い

て
の
基
本
的
な
理
解

●
教
科
・
科
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由

な
視
点
で
事
象
を
と
ら
え
、
科
学
的
・
数

学
的
な
課
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
力

●
科
学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
や
数
学

的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
柔
軟
な
発

想
で
活
用
し
た
り
、
組
み
合
わ
せ
た
り
で

き
る
力

●
多
様
な
価
値
観
や
感
性
を
有
す
る
人
々
と

の
議
論
等
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
れ
を
基

に
多
面
的
に
思
考
す
る
力

●
探
究
的
な
学
習
を
通
じ
て
課
題
解
決
を
実

現
す
る
た
め
の
能
力

例
：
観
察
・
実
験
デ
ザ
イ
ン
力

構
想
力

実
証
的
に
考
察
す
る
力

論
理
的
に
考
察
す
る
力

分
析
的
に
考
察
す
る
力

統
合
的
に
考
察
す
る
力

発
表
・
表
現
力

●
様
々
な
事
象
に
対
し
て
知
的
好
奇
心
を

持
っ
て
科
学
的
・
数
学
的
に
と
ら
え
よ
う

と
す
る
態
度

●
科
学
的
、
数
学
的
課
題
や
事
象
に
徹
底
的

に
向
き
合
い
、
考
え
抜
い
て
行
動
す
る
態

度

●
見
通
し
を
立
て
た
り
、
振
り
返
っ
た
り
す

る
な
ど
、
内
省
的
な
態
度

●
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
積
極
的
に

挑
戦
し
よ
う
と
す
る
態
度

●
主
体
的
・
自
律
的
に
探
究
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
必
要
な
研
究
に
対
す
る
倫
理
的
な
態

度

数
理
探
究
（
仮
称
）
の
構
造
に
つ
い
て
～
資
質
・
能
力
～

4
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数
理
探
究
（
仮
称
）
の
構
造
に
つ
い
て
～
階
層
構
造
～

•
基
礎
で
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
活
用
し
て
自
ら
課
題
を

設
定
し
、
探
究
活
動
を
行
う
。

•
課
題
に
関
す
る
内
容
に
関
す
る
知
識
や
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
技
能
を
自
ら
身
に
つ
け
、
よ
り
深
い
探
究
活
動
を
志

向
さ
せ
る
（
共
通
で
は
な
い
学
び
）
。

•
探
究
に
当
た
っ
て
は
、
質
を
高
め
る
た
め
大
学
・
企
業
等
の

外
部
機
関
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

•
実
験
や
分
析
自
体
の
成
否
よ
り
、
試
行
錯
誤
し
、
失
敗
の
リ

ス
ク
も
引
き
受
け
な
が
ら
自
分
た
ち
で
や
り
き
る
過
程
を
重

視
す
る
。

•
自
ら
探
究
プ
ロ
セ
ス
を
回
し
、
質
の
高
い
深
い
探
究
活
動
を

行
う
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
あ
ら

か
じ
め
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

•
新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
挑
戦
す
る
こ
と
の
意
義
等

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
で
、
主
体
的
に
探
究
に

取
り
組
む
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

•
研
究
倫
理
や
生
命
倫
理
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

基
礎
の
修
得
段
階
の
必
要
性

探
究
の
手
法
に

つ
い
て
学
ぶ

研
究
倫
理
に

つ
い
て
学
ぶ

教
員
の
指
導
の
も
と
、
研

究
の
進
め
方
や
分
析
の

手
法
を
考
え
、
選
択
し
た

課
題
等
の
研
究
を
実
施

す
る

校 内 等 で 成 果 を 発 表 す る

基
礎
で
学
ん

だ
こ
と
を
用
い

て
、
自
ら
課
題

を
設
定
し
、
探

究
活
動
を
実

施
す
る
。

校
内
・
校
外
に
お

い
て
探
究
の
成
果

を
発
表
す
る
。

大
学
・
企
業
等

か
ら
の
支
援

探
究
を
深
め
る
段
階
の
考
え
方

プ
ロ
セ
ス
の
例

探
究
を
深
め

る
段
階

基
礎
の

修
得
段
階

5
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教
員
等
の
指

導
の
も
と
、
課

題
を
設
定

探
究
的
な
活

動
の
実
施

探
究
の
成
果

を
ま
と
め
る

経
験

自
由
な
発
想

で
事
象
を
と
ら

え
る

探
究
的
な
活

動
の
実
施

新
た
な
価
値

の
創
造
を
経

験

探
究
を
深
め
る
段
階

基
礎
の
修
得
段
階

数
理
探
究
（
仮
称
）
の
構
造
に
つ
い
て
～
シ
ス
テ
ム
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
～

他
者
と
の
議
論
等

を
通
じ
て
多
面
的

に
思
考
す
る
力

探
究
に

係
る
知

識
・
技
能

事
象
か
ら
課

題
を
見
出
し

設
定
す
る
力

高
等
学
校
に
お
け
る
評
価
の
視
点
（
考
え
ら
れ
る
例
）

・
本
質
を
見
抜
き
、
批
判
的
に
と
ら
え

る
思
考
力
と
感
覚

・
複
雑
な
事
象
か
ら
で
も
必
要
な
情

報
を
抽
出
し
、
定
量
化
で
き
る
力

・
複
雑
な
対
象
の
理
解
や
課
題
解
決

に
向
け
た
高
度
な
認
識
力
、
分
析

力
、
判
断
力

・
既
知
の
事
柄
を
一
般
化
し
た
り
類

推
し
た
り
し
て
、
新
し
い
局
面
を
切

り
開
く
力

・
多
面
的
な
視
点
か
ら
考
察
し
、
総

合
的
な
判
断
を
下
す
力

・
物
事
を
簡
潔
に
表
現
し
、
的
確
に

説
明
す
る
力

・
未
知
の
問
題
に
積
極
的
に
立
ち
向

か
い
、
冷
静
に
分
析
し
対
処
し
て

い
く
態
度

高
大
接
続
の
場
面

に
お
け
る
適
切
な

評
価

実
施
に
際
し
必
要

と
考
え
ら
れ
る
諸

条
件

学
校
全
体
と
し

て
の
指
導
体
制

生
徒
が
取
り
組

む
探
究
活
動
に

必
要
な
経
費

自
ら
探
究
の
プ

ロ
セ
ス
を
実
施

で
き
る
生
徒
を

想
定
（
必
要
に

応
じ
高
校
間
で

連
携
）

基
本
的
な
観

察
・
実
験
設
備

を
具
備

大
学
・
企
業
等

と
の
連
携
協
力

体
制

（
出
典
）
日
本
学
術
会
議
「
大
学
教
育
の
分
野
別
質
保

障
の
た
め
の
教
育
課
程
編
成
上
の
参
照
基
準
」

数
理
科
学
分
野
、
生
物
学
分
野
、
地
球
惑
星
科

学
分
野

探
究
の
プ
ロ

セ
ス
を
主
体

的
に
行
う
力

大
学
で
の
学
び

果
敢
に

挑
戦
す

る
態
度

6
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数
理
探
究
（
仮
称
）

○
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
「
論
点
整
理
」

「
教
育
課
程
全
体
や
各
教
科
等
の
学
び
を
通
じ
て
「
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
育
成
す
べ
き
資

質
・
能
力
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
整
理
さ
れ

た
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
「
何
を
学
ぶ
の
か
」
と
い

う
、
必
要
な
指
導
内
容
等
を
検
討
し
、
そ
の
内
容
を
「
ど
の
よ

う
に
学
ぶ
の
か
」
と
い
う
、
子
供
た
ち
の
具
体
的
な
学
び
の
姿

を
考
え
な
が
ら
構
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」

○
平
成
２
７
年
８
月
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
「
中

間
ま
と
め
」

「
大
学
入
学
に
向
け
た
学
び
を
、
知
識
や
解
法
パ
タ
ー
ン

の
単
な
る
暗
記
・
適
用
な
ど
の
受
動
的
な
も
の
か
ら
、
学

ん
だ
知
識
や
技
能
を
統
合
し
な
が
ら
問
題
の
発
見
・
解
決

に
取
り
組
む
、
よ
り
能
動
的
な
も
の
へ
と
改
革
す
る
。
」

「
（
「
数
理
探
究
（
仮
称
）
」
）
に
対
応
す
る
科
目
を
実
施
す

る
。
」

①
学
術
研
究
は
「
国
力
の
源
」
と
い
え
る
。
現
代
の
学
術
研
究
に
は
、
「
挑
戦
性
」
「
総
合
性
」
「
融
合
性
」
「
国
際
性
」
が
特
に
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
。

②
異
分
野
融
合
は
、
か
つ
て
の
分
野
を
合
算
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
っ
た
く
新
し
い
知
の
体
系
的
構
造
に
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
結
果
を
見
通
し
た
も
の
で
は
な

く
交
流
と
連
携
、
そ
の
拡
大
と
新
し
い
問
題
の
発
見
か
ら
、
さ
ら
な
る
交
流
と
連
携
が
生
ま
れ
、
総
合
化
と
融
合
と
が
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
的
に
起
こ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

○
平
成
２
６
年
５
月
科
学
技
術
・
学
術
審
議

会
学
術
分
科
会
「
学
術
研
究
の
推
進
方

策
に
関
す
る
総
合
的
な
審
議
に
つ
い

て
」
中
間
報
告

「
学
術
研
究
に
よ
る
知
の
創
出
が
基
盤
で

あ
り
、
そ
れ
が
充
実
し
て
初
め
て
経
済
的

価
値
な
い
し
社
会
的
・
公
共
的
価
値
等
を

含
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
る
。
」

「
高
等
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
取
組
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
生
徒
の
興
味
や
進
路
に
応
じ
て
、
数
学
科
の
枠
を
越
え
た
科
学
的

な
テ
ー
マ
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
考
え
抜
く
力
を
育
成
す
る
た
め
、
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
革
や
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）
」
に
向
け
た
動
き
も
踏
ま
え
つ

つ
、
数
学
と
理
科
の
知
識
や
技
能
を
総
合
的
に
活
用
し
て
主
体
的
な
探
究
活
動
を
行
う
新
た
な
選
択
科
目
「
数
理
探
究
（
仮
称
）
」
の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
」

（
平
成
２
７
年
８
月
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
「
論
点
整
理
」
）

数
学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方

科
学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方

総
合
性

挑
戦
性

国
際
性

融
合
性

感
性
や
多
様
性
に
支
え
ら
れ
た

質
の
高
い
ア
イ
デ
ア
の
創
発

知
的
・
文
化
的
価
値
、
経
済
的
・
社
会
的
・
公
共
的
価
値

・
科
目
の
固
有
の
視
点
と
し
て
「
挑
戦
性
」
「総
合
性
」
「融
合
性
」
「国
際
性
」
「感
性
や
多
様
性
に
支
え
ら
れ
た
質
の
高
い
ア
イ
デ
ア
の
創
発
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

・
「
挑
戦
性
」「
総
合
性
」「
融
合
性
」「
国
際
性
」
「
感
性
や
多
様
性
に
支
え
ら
れ
た
質
の
高
い
ア
イ
デ
ア
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
資
質
・能
力
を
育
て
る
た
め
の
具
体
的
な
手
立
て
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
造
（
目
標
、
内
容
構
成
、
学
習
対
象
及
び
こ
れ
ら
に
よ
り
育
ま
れ
る
資
質
・
能
力
）を
考
え
る
べ
き
か
。

Ｓ Ｓ Ｈ の 取 組 例

約
２
０
か
国
か
ら
参
加
校
を
集
め
、
科
学

交
流
（
課
題
研
究
の
口
頭
発
表
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
）
を

実
施
。
（
学
校
法
人
立
命
館
立
命
館
高
等
学
校
）

探
究
型
融
合
教
科
「
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
イ
エ

ン
ス
」
を
設
置
し
、
理
科
４
分
野
を
融
合
し

た
科
目
「

GS
自
然
科
学
」
や
「

GS
課
題
研

究
」
等
を
実
施
。
（
京
都
府
立
桃
山
高
等
学
校
）

校
内
だ
け
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
大
学
や

科
学
関
連
企
業
等
と
連
携
し
た
「
発
展
型
課

題
研
究
」
を
行
い
、
探
究
活
動
の
質
的
向
上
を

図
る
。
（
山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
）

参
考
：
数
理
探
究
（
仮
称
）
の
構
造
に
つ
い
て
～
基
本
的
な
考
え
方
～

７
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 平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 １ ７ 日 
教 育 課 程 部 会 
算数・数学ワーキンググループ 

資料８ 

 

算数・数学ワーキンググループにおける検討事項 

 

 

１．算数・数学を通じて育成すべき資質・能力について 

 ・算数・数学を学ぶ本質的な意義や他教科との関連性について 

 ・三つの柱に沿った育成すべき資質・能力の明確化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 

ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性など） 

・幼稚園・小学校・中学校・高等学校を通じた算数・数学において育成すべき資

質・能力の系統性について 

・算数科・数学科において育成すべき資質能力と指導内容との関係について 

・統計的な内容等の充実について 

 

 

２．アクティブ・ラーニング（※）の三つの視点を踏まえた、資質・能力の育成の

ために重視すべき算数・数学の指導等の改善充実の在り方について 

 

 

３．資質・能力の育成のために重視すべき算数・数学の評価の在り方について 

 

 

４．必要な支援（特別支援教育の観点から必要な支援等を含む）、条件整備等につい 

て 

 

 

※アクティブ・ラーニングの三つの視点（企画特別部会「論点整理」１８ページ参照） 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中で、問題発見・解決を念頭に置いた深い学び

の過程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める、対話的な学びの

過程が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげ

る、主体的な学びの過程が実現できているかどうか。 
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【小
学
校
】

全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査

高 等 学 校 基 礎 学 力高 等 学 校 基 礎 学 力

テ ス ト （ 仮 称 ）

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

改
善
の

た
め
の

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル

◎
算
数
の
学
習
を
生
活
や
学
習
に
活
用
す
る
な
ど
の
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
的
・
基
本
的
な
概
念
や
性
質
な
ど
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
処
理
す
る
た
め
の
知
識
・
技
能
を

身
に
付
け
る
。

②
日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
と
ら
え
見
通
し
を
も
ち
筋
道
を
立
て
て
考
察
す
る
力
，
基
礎
的
・
基
本
的
な
数
量
や
図
形
の
性
質
な
ど
を
見
い
だ
し
統
合
的
・発
展
的

に
考
察
す
る
力
や
，
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
し
た
り
柔
軟
に
表
し
た
り
す
る
力
を
養
う
。

③
数
学
の
よ
さ
に
気
づ
き
，
算
数
の
学
習
を
生
活
や
学
習
に
活
用
し
た
り
，
学
習
を
振
り
返
っ
て
よ
り
よ
く
問
題
解
決
し
た
り
す
る
態
度
を
養
う
。

事
象
を
数
理
的
に
考
察
し
た
り
，
自
分
の
考
え
を
数
学
的
に
表
現
し
処
理
し
た
り
，
振
り
返
っ
た
り
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

具
体
物
，
図
，
数
，
式
，
表
や
グ
ラ
フ
相
互
の
関
連
を
図
り
、
問
題
解
決
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
。

【中
学
校
】

◎
事
象
を
数
学
化
し
，
論
理
的
に
考
察
す
る
な
ど
の
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る
基
礎
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め

の
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
事
象
を
数
学
を
活
用
し
て
論
理
的
に
考
察
す
る
力
，
数
量
や
図
形
な
ど
の
性
質
を
見
い
だ
し
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
力
や
，
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て

事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力
を
養
う
。

③
数
学
の
よ
さ
を
実
感
し
，
数
学
を
生
活
や
学
習
に
活
用
し
て
考
え
た
り
，
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
評
価
・改
善
し
た
り
す
る
態
度
を
養
う
。

問
題
解
決
に
必
要
な
情
報
を
生
徒
自
ら
が
集
め
た
り
選
択
し
た
り
す
る
活
動
や
，
帰
納
的
に
考
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
自
ら
決
ま
り
を
見
付
け
る
活
動
，
見
い
だ
し
た

決
ま
り
を
既
習
の
内
容
を
生
か
し
て
演
繹
的
に
説
明
す
る
活
動
を
充
実
す
る
。

既
習
の
内
容
を
振
り
返
っ
て
関
連
を
図
っ
た
り
，
新
た
に
学
ん
だ
内
容
を
用
い
る
と
，
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し

た
り
す
る
活
動
を
充
実
す
る
。

【高
等
学
校
】

◎
事
象
を
数
学
化
し
，
論
理
的
に
考
察
し
，
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の
数
学
的
活
動
を
通
し
て
，
数
学
的
に
考
え
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
。

①
数
学
に
お
け
る
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
体
系
的
に
理
解
す
る
と
と
も
に
，
事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数
学
的
に
解
釈
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
の

知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
る
。

②
事
象
を
数
学
を
活
用
し
て
論
理
的
に
考
察
す
る
力
，
思
考
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
本
質
を
明
ら
か
に
し
統
合
的
・
発
展
的
に
考
察
す
る
力
や
，
数
学
的
な
表
現

を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・
明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力
を
養
う
。

③
数
学
の
よ
さ
を
認
識
し
，
数
学
を
活
用
し
て
粘
り
強
く
考
え
，
数
学
的
論
拠
に
基
づ
き
判
断
し
た
り
，
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
評
価
・改
善
し
た
り
す
る

態
度
を
養
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
生
活
と
関
連
付
け
た
り
，
生
徒
の
疑
問
を
取
り
上
げ
た
り
す
る
な
ど
生
徒
の
数
学
学
習
に
対
す
る
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
。

学
習
の
過
程
を
振
り
返
り
，
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
り
学
習
内
容
を
整
理
し
直
し
た
り
し
て
，
自
ら
見
い
だ
し
た
問
題
を
解
決
す
る
活
動
を
充
実
す
る
。

幼
・
小
・

中
・

高
等

学
校
を

通
じ

た
算

数
・

数
学

教
育

の
イ
メ
ー
ジ

(案
)

資
料
４

平
成
２
８
年
３
月
１
１
日

教
育

課
程

部
会

算
数
・
数
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

【幼
児
教
育
】（
教
育
課
程
部
会
幼
児
教
育
部
会
に
お
い
て
,本
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
議
論
を
踏
ま
え
,幼
児
期
に
育
み
た
い
資
質
・
能
力
,幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿
の
明
確
化
に
つ
い
て
審
議
）

○
生
活
や
遊
び
を
通
じ
て
，
自
分
た
ち
に
関
係
の
深
い
数
量
，
長
短
，
広
さ
や
速
さ
，
図
形
の
特
徴
な
ど
に
関
心
を
も
ち
，
必
要
感
を
も
っ
て
数
え
た
り
，
比
べ
た

り
，
組
み
合
わ
せ
た
り
す
る
。
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個
別
の
知
識
や
技
能

思
考
力
・判
断
力
・表
現
力
等

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等

資
質
・
能
力
の
育
成
の
た
め
に

重
視
す
べ
き
学
習
過
程
の
例
＊

数
理
探
究

（
仮
称
）

高
等
学
校

探
究
的
な
活
動
を
自
ら
遂
行
す
る
た
め

の
知
識
・
技
能

既
に
有
し
て
い
る
知
識
・
技
能
の
活
用

及
び
探
究
を
通
じ
て
得
る
内
容
に
関
す

る
知
識
や
探
究
に
関
す
る
技
能

探
究
を
通
じ
て
新
し
い
知
見
を
得
る
意

義
に
つ
い
て
の
認
識

研
究
倫
理
（
生
命
倫
理
を
含
む
）
に
つ

い
て
の
基
本
的
な
理
解

教
科
・
科
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
視
点
で
事
象
を

と
ら
え
，
科
学
的
・
数
学
的
な
課
題
と
し
て
設
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
力

科
学
的
な
も
の
の
見
方
・
考
え
方
や
数
学
的
な
も
の
の
見

方
・
考
え
方
を
柔
軟
な
発
想
で
活
用
し
た
り
，
組
み
合
わ
せ

た
り
で
き
る
力

多
様
な
価
値
観
や
感
性
を
有
す
る
人
々
と
の
議
論
等
を
積
極

的
に
行
い
，
そ
れ
を
基
に
多
面
的
に
思
考
す
る
力

探
究
的
な
学
習
を
通
じ
て
課
題
解
決
を
実
現
す
る
た
め
の
能

力

様
々
な
事
象
に
対
し
て
知
的
好
奇
心
を
持
っ
て
科
学
的
・
数
学
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す

る
態
度

科
学
的
，
数
学
的
課
題
や
事
象
に
徹
底
的
に
向
き
合
い
，
考
え
抜
い
て
行
動
す
る
態
度

見
通
し
を
立
て
た
り
，
振
り
返
っ
た
り
す
る
な
ど
，
内
省
的
な
態
度

新
た
な
価
値
の
創
造
に
向
け
て
積
極
的
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
態
度

主
体
的
・
自
律
的
に
探
究
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
必
要
な
研
究
に
対
す
る
倫
理
的
な
態

度

•
自
然
事
象
に
対
す
る
気
付
き

•
情
報
収
集
と
分
類

•
課
題
の
設
定

•
仮
説
の
設
定

•
検
証
計
画
の
立
案

•
観
察
・
実
験
の
実
施

•
結
果
の
処
理

•
考
察
，
推
論

•
表
現
・
伝
達

数
学

高
等
学
校

数
学
に
お
け
る
基
本
的
な
概

念
や
原
理
・
法
則
の
体
系
的

理
解

事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数

学
的
に
解
釈
・
表
現
し
た
り

す
る
た
め
の
知
識
・
技
能

数
学
的
な
問
題
解
決
に
必
要

な
知
識

事
象
を
数
学
的
に
考
察
す
る
力

既
習
の
内
容
を
基
に
し
て
問
題
を
解
決
し
，

思
考
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
そ
の
本
質
や

他
の
事
象
と
の
関
係
を
認
識
し
，
統
合

的
・
発
展
的
に
考
え
る
力

数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・

明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
よ
さ
，
数
学
の
用
語
や
記
号
の

よ
さ
，
数
学
的
な
処
理
の
よ
さ
，
数
学
の
実
用
性
な
ど
を
認

識
し
，
事
象
の
考
察
や
問
題
の
解
決
に
数
学
を
積
極
的
に
活

用
し
て
，
数
学
的
論
拠
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
態
度

問
題
解
決
な
ど
に
お
い
て
，
粘
り
強
く
，
柔
軟
に
考
え
，
そ

の
過
程
を
振
り
返
り
，
考
察
を
深
め
た
り
評
価
・
改
善
し
た

り
す
る
態
度

多
様
な
考
え
を
生
か
し
，
よ
り
よ
く
問
題
解
決
す
る
態
度

•
疑
問
や
問
い
の
発
生

•
問
題
の
設
定

•
問
題
の
理
解
，
解
決
の
計
画

•
計
画
の
実
行
，
結
果
の
検
討

•
振
り
返
り

•
新
た
な
疑
問
や
問
い
、
推
測
な

ど
の
発
生

数
学

中
学
校

数
量
や
図
形
な
ど
に
関
す
る

基
礎
的
な
概
念
や
原
理
・
法

則
の
理
解

事
象
を
数
学
化
し
た
り
，
数

学
的
に
解
釈
・
表
現
し
た
り

す
る
た
め
の
知
識
・
技
能

数
学
的
な
問
題
解
決
に
必
要

な
知
識

日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
を

活
用
し
て
論
理
的
に
考
察
す
る
力

既
習
の
内
容
を
基
に
し
て
，
数
量
や
図
形

な
ど
の
性
質
を
見
い
だ
し
，
統
合
的
・
発

展
的
に
考
え
る
力

数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・

明
瞭
・
的
確
に
表
現
す
る
力

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
よ
さ
，
数
学
的
な
処
理
の
よ
さ
，

数
学
の
実
用
性
な
ど
を
実
感
し
，
様
々
な
事
象
の
考
察
や
問

題
解
決
に
数
学
を
活
用
す
る
態
度

問
題
解
決
な
ど
に
お
い
て
，
粘
り
強
く
考
え
，
そ
の
過
程
を

振
り
返
り
，
考
察
を
深
め
た
り
評
価
・
改
善
し
た
り
す
る
態

度 多
様
な
考
え
を
認
め
，
よ
り
よ
く
問
題
解
決
す
る
態
度

•
疑
問
や
問
い
の
発
生

•
問
題
の
設
定

•
問
題
の
理
解
，
解
決
の
計
画

•
計
画
の
実
行
，
結
果
の
検
討

•
振
り
返
り

•
新
た
な
疑
問
や
問
い
，
推
測
な

ど
の
発
生

算
数

小
学
校

数
量
や
図
形
な
ど
に
つ
い
て

の
基
礎
的
･基
本
的
な
概
念

や
性
質
な
ど
の
理
解

日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
処

理
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
・
技
能

数
学
的
な
問
題
解
決
に
必
要

な
知
識

日
常
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
見
通
し

を
も
ち
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
力

基
礎
的
・
基
本
的
な
数
量
や
図
形
の
性
質

や
計
算
の
仕
方
を
見
い
だ
し
，
既
習
の
内

容
と
結
び
つ
け
統
合
的
に
考
え
た
り
，
そ

の
こ
と
を
基
に
発
展
的
に
考
え
た
り
す
る

力 数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
事
象
を
簡
潔
・

明
瞭
・
的
確
に
表
し
た
り
，
目
的
に
応
じ

て
柔
軟
に
表
し
た
り
す
る
力

数
量
や
図
形
に
つ
い
て
の
感
覚
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
，

数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
や
数
理
的
な
処
理
の
よ
さ
に
気
付

き
，
算
数
の
学
習
を
進
ん
で
生
活
や
学
習
に
活
用
し
よ
う
と

す
る
態
度

数
学
的
に
表
現
・
処
理
し
た
こ
と
を
振
り
返
り
，
批
判
的
に

検
討
し
よ
う
と
す
る
態
度

問
題
解
決
な
ど
に
お
い
て
，
よ
り
よ
い
も
の
を
求
め
続
け
よ

う
と
し
，
抽
象
的
に
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
具
体
的
に
表
現
し

よ
う
と
し
た
り
，
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
よ
り
一
般
的
に
表
現

し
よ
う
と
す
る
な
ど
，
多
面
的
に
考
え
よ
う
と
す
る
態
度

•
日
常
の
事
象
の
数
学
化
に
よ
る

問
題
設
定

•
解
決
の
見
通
し
，
ね
ら
い
の
明

確
化

•
解
決
の
実
行

•
解
決
し
た
こ
と
の
検
討

•
解
決
過
程
や
結
果
の
振
り
返
り

（
概
念
の
深
ま
り
，
統
合
・
発

展
）

資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
た

、

小
・
中
・
高
等
学
校
を

通
じ
て
算
数
・
数
学
科
に
お
い
て
育
成
す

べ
き

資
質

・
能

力
の
整

理
(
案
)

平
成
２
８
年
３
月
１
１
日

教
育

課
程

部
会

算
数
・数
学
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
資
料
５

＊
学
習
過
程
に
つ
い
て
は
，
自
立
的
に
，
と
き
に
協
働
的
に
行
い
，
そ
れ
ぞ
れ
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。
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【
現
実
の
世
界
】

【
算
数
・
数
学
の
世
界
】

数
学
的
に
表
現
し
た

問
題

結
果

数
学
化

活
用
・
意
味
づ
け

日
常
生
活
や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，

数
学
的
に
処
理
し
，
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

数
学
の
事
象
に
つ
い
て
統
合
的
・
発
展
的
に
考
え
，

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

算
数
・
数
学
の
問
題
発
見
・
解
決
の
プ
ロ
セ
ス 数
学
の
事
象

Ａ
２

※
各
場
面
で
，
言
語
活
動
を
充
実

※
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
は
，
自
立
的
に
と
き
に
協
働
的
に
行
い
，
そ
れ
ぞ
れ
に
主
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
す
る
。

※
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
り
，
評
価
・
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

統
合
・
発
展

／
体
系
化

数
学
化

焦
点
化
さ
れ
た

問
題Ｂ Ｃ

Ｄ
１

Ｄ
２

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
の
問
題
を
見
い
だ
し
，
問
題
を
自
立
的
、
協
働
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
常
生
活
や

社
会
の
事
象

Ａ
１
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算
数
・
数
学
に
お
け
る
問
題
発
見
･解
決
の
プ
ロ
セ
ス
と
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力

Ｅ
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
，
人
々
と
交
流
し
合
う
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
表
現
を
用
い
た
説
明
を
理
解
し
た
り
評
価
し
た
り
す
る
力

○
目
的
に
応
じ
て
，
自
分
の
考
え
な
ど
を
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て
説
明
す
る
力

Ｄ
２
解
決
過
程
を
振
り
返
る
な
ど
し
て
概
念
を
形
成
し
た
り
，

体
系
化
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
よ
さ
を
見
い
だ
す

力 ○
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
批
判
的
に
検
討
し
，
体

系
的
に
組
み
立
て
て
い
く
力

○
見
い
だ
し
た
事
柄
を
既
習
の
知
識
と
結
び
つ
け
，

概
念
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
力

○
統
合
的
・
発
展
的
に
考
え
る
力

Ａ
１
日
常
生
活
や
社
会
の
問
題
を
数
理
的
に
捉

え
る
こ
と
に
つ
い
て

○
事
象
の
数
量
等
に
着
目
し
て
数
学
的
な

問
題
を
見
い
だ
す
力

○
事
象
の
特
徴
を
捉
え
て
数
学
的
な
表
現

を
用
い
て
表
現
す
る
力
（
事
象
を
数
学
化
す

る
力
）

表 現思 考 ・ 判 断

日
常
生
活
や
社
会
の
事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，

数
学
的
に
処
理
し
，
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
こ
れ
ら
の
力
は
必
ず
し
も

こ
の
位
置
の
み
に
位
置
づ
く

わ
け
で
は
な
い

数
学
の
事
象
に
つ
い
て
統
合
的
･発
展
的
に
考
え
，

問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
常
生
活
や

社
会
の
事
象

数
学
的
に
表
現
し
た
問
題

焦
点
化
さ
れ
た
問
題

結
果

Ｃ
焦
点
化
さ
れ
た
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
目
的
に
応
じ
て
数
・
式
，
図
，
表
，
グ
ラ
フ
な
ど
を
活

用
し
，
一
定
の
手
順
に
し
た
が
っ
て
数
学
的
に
処
理

す
る
力

○
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
基
に
，
的
確
か
つ
能

率
的
に
処
理
す
る
力

○
論
理
的
に
推
論
す
る
力
（
帰
納
，
類
推
，
演
繹
）

Ｂ
数
学
を
活
用
し
た
問
題
解
決
に
向
け
て
，
構
想
・
見
通
し

を
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て

○
数
学
的
な
問
題
の
本
質
を
見
い
だ
す
力
（
洞
察

力
）

○
数
学
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
見
通
し
を
立

て
る
力
（
構
想
力
）

Ａ
２
数
学
の
事
象
に
お
け
る
問
題
を
数
学
的
に
捉
え
る
こ

と
に
つ
い
て

○
数
学
の
事
象
か
ら
問
題
を
見
い
だ
す
力

○
事
象
の
特
徴
を
捉
え
，
数
学
化
す
る
力

○
得
ら
れ
た
結
果
を
基
に
拡
張
・
一
般
化
す
る
力

Ｄ
１
解
決
過
程
を
振
り
返
り
，
得
ら
れ
た
結
果
を

意
味
づ
け
た
り
，
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て

○
得
ら
れ
た
結
果
を
元
の
事
象
に
戻
し
て
そ

の
意
味
を
考
え
る
力

○
様
々
な
事
象
に
活
用
す
る
力

人 間 性

F
学
習
に
向
か
う
力
，
態
度
に
つ
い
て

○
過
程
や
結
果
を
吟
味
し
，
評
価
・
改
善
す
る
態
度

○
多
面
的
に
考
え
，
粘
り
強
く
問
題
の
発
見
や
解
決
に
取
り
組
む
態
度

数
学
の
事
象

事
象
を
数
理
的
に
捉
え
，
数
学
の
問
題
を
見
い
だ
し
，
問
題
を
自
立
的
、
協
働
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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発 展 的 な 問 題 発 見

算
数
・
数
学
の

問
題
発
見
・
解
決
の

広
が
り
と

汎
用
的
な
見
方
や

考
え
方
等
の

獲
得
過
程

素
朴
な
問
題
の
解
決
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

類
似
問
題
や
発
展
問
題
の
解
決
ﾌ
ﾟﾛ
ｾ
ｽ

教
科
横
断
の
問
題
解
決
プ
ロ
セ
ス

他
領
域
・
他
分
野
の
問
題
の
解
決
プ
ロ
セ
ス

汎
用
的
な
概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得

活 用

活 用

活 用

領
域
・
分
野
横
断

の
概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得

活 用 概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得洗
練
さ
れ
た

領
域
固
有
の
概
念
，

見
方
や
考
え
方
等

の
獲
得
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